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１．調査の趣旨 

「八幡市男女共同参画プラン（るーぷ計画Ⅲ）」策定に係る基礎資料として、男女共同参画に関する意

識や実態等を把握するために本調査を実施しました。 

 

２．調査設計 

■ 調 査 地 域：八幡市全域 

■ 調査対象者：市内にお住まいの 16 歳以上の方から 2,000 人を無作為抽出（市民アンケート） 

市内事業所の中から 200 社を無作為抽出（事業所アンケート） 

■ 調 査 期 間：令和元年 10 月８日（火）～令和元年 10 月 23 日（水） 

■ 調 査 方 法：郵送配布・回収 

 

３．回収結果 

 

アンケート種別 配布数 有効回収数 有効回収率 

市民アンケート 2,000 票 639 票 32.0％ 

事業所アンケート 200 票 42 票 21.0％ 

 

４．報告書の⾒⽅ 

■ 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を、小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つだけを選ぶ方式）であっても合

計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表において

も同様です。 

■ 複数回答（複数の選択肢から１つもしくは複数を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効

回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合がありま

す。 

■ 図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難な

ものです。 

■ 図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当す

る人）を表しています。 

■ 本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 

■ 本文中の「前回調査」とは、平成 27 年に実施した「八幡市男女共同参画に関する市民・事業所アン

ケート調査」をさします。 
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Ⅱ 市⺠アンケート調査結果 
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3.6 

4.0 

15.4 

15.0 

13.4 

29.1 

19.0 

0.4 

4.4 

9.8 

16.1 

17.9 

17.6 

21.5 

12.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

4.2 

7.5 

15.6 

16.6 

15.8 

24.3 

15.0 

0.9 

5.5 

8.8 

16.7 

17.7 

18.5 

24.6 

8.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

38.7 60.4 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=639）

男性 女性 不明・無回答

 

１．あなた自身（回答者）のことについて 

 

問１．あなたの性別は。（１つだけ○） 

回答者の性別についてみると、「女性」が 60.4％、「男性」が 38.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問２．あなたの年齢は。（１つだけ○） 

回答者の年齢についてみると、「60 歳代」が 24.3％と最も高く、次いで「40 歳代」が 16.6％、「50 歳

代」が 15.8％となっています。 

前回と比較すると、「70 歳以上」が 6.8 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が『60 歳以上』（「60 歳代」「70 歳以上」）が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 
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9.4 

8.2 

8.1 

10.4 

3.7 

6.3 

7.0 

4.7 

8.9 

13.5 

14.6 

34.1 

31.5 

40.1 

30.8 

3.7 

12.5 

17.0 

35.8 

27.7 

49.7 

53.1 

49.3 

53.4 

49.0 

50.3 

85.2 

64.6 

70.0 

53.8 

58.4 

31.0 

27.1 

4.5 

4.8 

2.8 

5.4 

7.4 

12.5 

5.0 

2.8 

3.0 

3.9 

4.2 

1.4 

1.8 

0.0 

2.3 

0.0 

2.1 

1.0 

2.8 

1.0 

1.3 

1.0 

1.3 

0.3 

0.0 

0.8 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

1.0 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

単身世帯（ひとり暮らし）

一世代世帯（配偶者またはパートナーのみ）

二世代世帯（親と子ども）

三世代世帯（親と子どもと孫）

その他の世帯

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問３．あなたが一緒に暮らしているご家族は。（１つだけ○） 

回答者の世帯構成についてみると、「二世代世帯（親と子ども）」が 49.3％と最も高く、次いで「一世

代世帯（配偶者またはパートナーのみ）」が 34.1％、「単身世帯（ひとり暮らし）」が 9.4％となっていま

す。 

前回と比較すると、「二世代世帯（親と子ども）」が 4.1 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性の方が「一世代世帯（配偶者またはパートナーのみ）」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～50 歳代は「二世代世帯（親と子ども）」、60 歳以上は「一世代世帯（配偶者ま

たはパートナーのみ）」が最も高くなっています。 
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66.5 

69.9 

74.1 

62.7 

3.7 

14.6 

65.0 

72.6 

74.3 

82.6 

75.0 

2.3 

1.0 

2.4 

2.3 

0.0 

0.0 

6.0 

3.8 

2.0 

0.6 

2.1 

7.8 

7.2 

5.7 

9.3 

0.0 

0.0 

3.0 

5.7 

8.9 

11.6 

14.6 

22.4 

21.9 

17.8 

25.4 

96.3 

85.4 

26.0 

17.9 

14.9 

4.5 

8.3 

0.9 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

配偶者がいる

配偶者はいないが、パートナーがいる

過去に配偶者がいたが、離別・死別した

配偶者はいない

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

※前回の選択肢は「結婚している」、「結婚していないがパートナーと同居している」、「過去に結婚していたが、

離別・死別した」、「していない（未婚）」 

問４．あなたには配偶者がいますか。（１つだけ○） 

回答者の婚姻状況についてみると、「配偶者がいる」が 66.5％と最も高く、次いで「配偶者はいない」

が 22.4％、「過去に配偶者がいたが、離別・死別した」が 7.8％となっています。 

前回と比較すると、「配偶者がいる」が 3.4 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性の方が「配偶者がいる」が高くなっています。 

年齢別でみると、「配偶者がいる」が 60 歳代で８割台と最も高く、次いで 40～50 歳代、70 歳以上で

７割台、30 歳代が６割台となっています。 
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31.0 

30.2 

27.5 

33.4 

100.0 

91.7 

42.0 

34.0 

21.8 

9.7 

11.5 

12.5 

15.3 

13.0 

12.4 

0.0 

6.3 

19.0 

19.8 

12.9 

10.3 

8.3 

41.6 

38.3 

43.7 

40.9 

0.0 

2.1 

29.0 

37.7 

51.5 

53.5 

63.5 

12.5 

13.8 

14.6 

11.4 

0.0 

0.0 

8.0 

5.7 

12.9 

25.2 

14.6 

1.4 

1.9 

0.8 

1.8 

0.0 

0.0 

2.0 

2.8 

1.0 

1.3 

1.0 

0.9 

0.5 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

いない １人いる ２人いる ３人いる

４人以上いる 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問５．あなたには現在、お子さんがいますか。（１つだけ○） 

子どもの数についてみると、「２人いる」が 41.6％と最も高く、次いで「いない」が 31.0％、「１人い

る」、「３人いる」が 12.5％となっています。 

前回と比較すると、「２人いる」が 3.3 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男女ともに「２人いる」が高くなっています。 

年齢別でみると、60 歳代まで年代が上がるにつれて『いる』（「１人いる」「２人いる」「３人いる」「４

人以上いる」）が高くなっています。 
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68.7 

66.4 

71.0 

100.0 

89.6 

52.0 

36.8 

61.4 

85.2 

87.5 

13.1 

15.4 

11.9 

0.0 

6.3 

18.0 

20.8 

17.8 

10.3 

7.3 

13.8 

15.4 

13.0 

0.0 

2.1 

22.0 

35.8 

17.8 

3.9 

3.1 

2.2 

2.0 

2.3 

0.0 

0.0 

6.0 

3.8 

3.0 

0.0 

1.0 

0.6 

0.4 

0.8 

0.0 

0.0 

1.0 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.4 

1.0 

0.0 

2.1 

1.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝639）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

いない １人いる ２人いる ３人いる

４人以上いる 不明・無回答

性
別

年
齢

別

問６．お子さんと同居している、していないに関わらず、扶養するお子さんはいますか。 

（１つだけ○） 

扶養する子どもの数についてみると、「いない」が 68.7％と最も高く、次いで「２人いる」が 13.8％、

「１人いる」が 13.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに「いない」が高くなっています。 

年齢別でみると、『いる』が 40 歳代で最も高く、次いで 30 歳代、50 歳代となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



9 

 

２．男⼥平等について 

 

問７．次の①〜⑧の分野で男⼥の地位は平等になっていると思いますか。 

（①〜⑧のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

男女の地位の平等感についてみると、「平等になっている」は、[③学校で]で 47.6％と最も高く、[①

家庭生活で]で 33.3％、[④地域社会で]で 27.7％となっています。 

[⑤政治の場で]、[⑦しきたりや慣習で]、[⑧社会全体で]では、１割前後と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 

10.6

16.1

3.6

8.9

41.5

16.4

30.4

18.5

39.4

34.7

9.9

35.1

38.7

31.9

49.0

55.2

33.3

25.0

47.6

27.7

7.5

26.6

8.3

11.9

6.7

4.7

3.8

5.3

1.7

6.4

1.7

3.9

0.6

1.6

0.8

0.6

0.0

0.2

0.8

0.6

7.8

15.5

30.5

20.3

9.4

16.3

8.3

7.8

1.4

2.3

3.9

2.0

1.3

2.2

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 家庭生活で

② 職場で

③ 学校で

④ 地域社会で

⑤ 政治の場で

⑥ 法律・制度の上で

⑦ しきたりや慣習で

⑧ 社会全体で

全体（N＝639）

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

不明・無回答
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前回と比較すると、[②職場で]で「平等になっている」が 2.0 ポイント高くなっている一方で、[②職

場で]を除くすべての項目において、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性

の方が優遇されている」）が高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

10.0

15.0

1.9

8.0

34.1

12.1

24.8

15.1

36.3

38.1

8.7

30.7

39.7

30.1

48.1

55.1

36.7

23.0

52.6

35.5

11.3

31.8

13.3

15.8

6.3

6.1

3.4

5.6

1.1

5.1

0.8

2.7

2.3

1.3

0.5

0.8

0.3

1.1

0.5

1.3

6.3

12.2

25.6

16.9

10.9

16.7

10.0

7.4

2.3

4.3

7.4

2.4

2.6

3.1

2.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 家庭生活で

② 職場で

③ 学校で

④ 地域社会で

⑤ 政治の場で

⑥ 法律・制度の上で

⑦ しきたりや慣習で

⑧ 社会全体で

前回（N＝622）

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

不明・無回答

経年 
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性別でみると、すべての項目において女性の方が、『男性優遇』（「男性の方が優遇されている」「どち

らかといえば男性の方が優遇されている」）が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1

11.3

4.5

5.7

36.4

10.1

23.9

10.9

36.4

36.0

6.5

34.0

39.3

28.3

52.2

58.3

38.9

32.0

52.2

35.2

12.6

39.7

10.9

16.6

10.5

8.1

4.0

8.1

3.2

10.9

3.6

7.3

0.8

2.0

1.2

1.6

0.0

0.4

0.8

1.6

6.9

8.1

28.3

14.6

7.7

8.9

8.1

4.5

0.4

2.4

3.2

0.8

0.8

1.6

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 家庭生活で

② 職場で

③ 学校で

④ 地域社会で

⑤ 政治の場で

⑥ 法律・制度の上で

⑦ しきたりや慣習で

⑧ 社会全体で

男性（N＝247）

13.7

19.2

3.1

11.1

45.1

20.5

34.7

23.3

42.0

34.5

12.2

36.0

38.9

34.7

47.7

54.1

30.1

21.0

45.1

23.3

4.4

18.7

6.7

9.1

4.4

2.6

3.6

3.6

0.8

3.6

0.5

1.8

0.5

1.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

8.3

20.2

32.1

24.1

10.4

21.0

8.3

9.8

1.0

1.3

3.4

1.8

0.5

1.6

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 家庭生活で

② 職場で

③ 学校で

④ 地域社会で

⑤ 政治の場で

⑥ 法律・制度の上で

⑦ しきたりや慣習で

⑧ 社会全体で

女性（N＝386）

男性の方が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている

どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている

わからない

不明・無回答

性別 
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2.8 

3.9 

4.5 

1.8 

0.0 

0.0 

2.0 

1.9 

3.0 

2.6 

7.3 

26.8 

30.1 

31.2 

24.4 

11.1 

14.6 

18.0 

29.2 

30.7 

30.3 

34.4 

18.0 

19.3 

15.8 

19.7 

14.8 

20.8 

15.0 

13.2 

20.8 

22.6 

16.7 

49.6 

42.4 

47.8 

51.0 

66.7 

64.6 

64.0 

54.7 

44.6 

40.6 

38.5 

2.0 

3.2 

0.8 

2.8 

7.4 

0.0 

1.0 

0.9 

1.0 

3.9 

2.1 

0.8 

1.1 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

 

３．家庭のことについて 

 

問８．あなたは、次の①〜④のような考えについてどのように思いますか。 

（①〜④のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

①男は外で働き、⼥は家庭を守るべきだ 

男は外で働き、女は家庭を守るべきという考えについてみると、「そう思わない」が 49.6％と最も高

く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 26.8％、「どちらかといえばそう思わない」が 18.0％とな

っています。 

前回と比較すると、「そう思わない」が 7.2 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が『思う』（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が高くなっています。 

年齢別でみると、年代が上がるにつれて『思う』が高い傾向となっています。 
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50.2 

42.9 

40.5 

56.7 

77.8 

79.2 

60.0 

63.2 

46.5 

38.1 

28.1 

22.5 

26.0 

21.9 

23.3 

11.1 

16.7 

25.0 

18.9 

23.8 

28.4 

20.8 

13.3 

13.8 

16.2 

11.7 

3.7 

0.0 

9.0 

9.4 

16.8 

14.8 

26.0 

11.4 

13.7 

18.2 

7.3 

0.0 

4.2 

4.0 

6.6 

11.9 

17.4 

21.9 

1.9 

2.7 

3.2 

1.0 

7.4 

0.0 

2.0 

1.9 

1.0 

1.3 

3.1 

0.6 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

②結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい 

結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよいという考えについてみると、「そ

う思う」が 50.2％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 22.5％、「どちらかといえばそ

う思わない」が 13.3％となっています。 

前回と比較すると、「そう思う」が 7.3 ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性の方が『思う』が高くなっています。 

年齢別でみると、年代が上がるにつれて『思う』が低い傾向となっています。 
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43.8 

33.9 

34.4 

50.0 

66.7 

70.8 

63.0 

55.7 

36.6 

29.0 

22.9 

21.1 

22.5 

18.2 

23.3 

11.1 

16.7 

18.0 

22.6 

24.8 

27.7 

14.6 

15.3 

20.1 

20.2 

12.4 

7.4 

2.1 

8.0 

15.1 

21.8 

17.4 

22.9 

14.2 

18.0 

21.5 

9.8 

7.4 

6.3 

6.0 

3.8 

11.9 

20.6 

33.3 

4.7 

4.3 

5.7 

4.1 

7.4 

4.2 

5.0 

2.8 

5.0 

5.2 

5.2 

0.8 

1.1 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

③結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない 

結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はないという考えについてみると、「そう思う」が 43.8％と最

も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 21.1％、「どちらかといえばそう思わない」が 15.3％

となっています。 

前回と比較すると、「そう思う」が 9.9 ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性の方が『思う』が高くなっています。 

年齢別でみると、年代が上がるにつれて『思う』が低い傾向となっています。 
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31.8 

22.0 

28.7 

33.9 

48.1 

39.6 

39.0 

45.3 

23.8 

24.5 

22.9 

30.5 

33.6 

25.5 

33.9 

11.1 

29.2 

29.0 

25.5 

37.6 

35.5 

28.1 

16.9 

19.3 

19.8 

15.3 

22.2 

12.5 

14.0 

15.1 

17.8 

18.1 

20.8 

13.1 

13.3 

20.2 

8.8 

0.0 

10.4 

11.0 

12.3 

15.8 

14.2 

17.7 

7.0 

10.5 

5.7 

8.0 

18.5 

8.3 

7.0 

1.9 

5.0 

7.7 

10.4 

0.6 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

④結婚しても相⼿に満⾜できないときは離婚すればよい 

結婚しても相手に満足できないときは離婚すればよいという考えについてみると、「そう思う」が

31.8％と最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」が 30.5％、「どちらかといえばそう思わない」

が 16.9％となっています。 

前回と比較すると、「そう思う」が 9.8 ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性の方が『思う』が高くなっています。 

年齢別でみると、10～40 歳代は「そう思う」、50 歳以上は「どちらかといえばそう思う」が最も高く

なっています。 
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48.5 

60.8 

49.0 

48.4 

25.9 

35.4 

46.0 

50.9 

53.5 

50.3 

54.2 

0.9 

0.2 

0.4 

1.3 

3.7 

2.1 

0.0 

1.9 

1.0 

0.6 

0.0 

35.2 

28.1 

36.8 

34.2 

51.9 

45.8 

43.0 

31.1 

29.7 

33.5 

29.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.3 

9.0 

10.1 

11.7 

14.8 

16.7 

10.0 

10.4 

12.9 

9.0 

11.5 

0.3 

0.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.6 

0.0 

3.8 

1.4 

3.6 

3.9 

3.7 

0.0 

1.0 

4.7 

3.0 

5.8 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問９．家庭での役割分担についておたずねします。 

（１）家庭での役割分担について、あなたはどのように分担するのが望ましいと思いますか。 

（①〜⑤のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

①生活費を得る 

生活費を得る分担についてみると、「主に夫・パートナー（男性）」が 48.5％と最も高く、次いで「夫

婦・カップルで同じ程度」が 35.2％、「家族全員」が 11.3％となっています。 

前回と比較すると、「主に夫・パートナー（男性）」が 12.3 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「主に夫・パートナー（男性）」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～20 歳代は「夫婦・カップルで同じ程度」、30 歳以上は「主に夫・パートナー

（男性）」が最も高くなっています。 
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3.8 

4.3 

5.7 

2.6 

3.7 

0.0 

5.0 

4.7 

2.0 

3.2 

6.3 

44.1 

51.8 

46.6 

43.0 

29.6 

37.5 

36.0 

42.5 

50.5 

50.3 

46.9 

43.2 

38.1 

40.5 

44.6 

55.6 

50.0 

51.0 

40.6 

39.6 

40.0 

37.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.7 

4.0 

3.2 

5.4 

7.4 

12.5 

5.0 

6.6 

5.9 

0.6 

3.1 

0.3 

0.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.0 

3.9 

1.3 

4.0 

3.9 

3.7 

0.0 

3.0 

5.7 

2.0 

5.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

②家計の管理 

家計管理の分担についてみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 44.1％と最も高く、次いで「夫婦・

カップルで同じ程度」が 43.2％、「家族全員」が 4.7％となっています。 

前回と比較すると、「主に妻・パートナー（女性）」が 7.7 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「主に妻・パートナー（女性）」、女性は「夫婦・カップルで同じ程度」が高く

なっています。 

年齢別でみると、10～30 歳代は「夫婦・カップルで同じ程度」、40 歳以上は「主に妻・パートナー

（女性）」が最も高くなっています。 
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0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

36.0 

42.6 

41.3 

32.9 

11.1 

16.7 

24.0 

36.8 

40.6 

45.2 

44.8 

42.1 

39.1 

40.1 

43.8 

44.4 

58.3 

53.0 

44.3 

31.7 

38.7 

37.5 

0.2 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

17.7 

16.4 

15.0 

18.7 

40.7 

25.0 

22.0 

14.2 

25.7 

9.0 

10.4 

0.3 

0.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.0 

3.8 

1.0 

3.6 

3.9 

3.7 

0.0 

1.0 

4.7 

2.0 

6.5 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

③日常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯） 

日常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯）の分担についてみると、「夫婦・カップルで同じ程度」が

42.1％と最も高く、次いで「主に妻・パートナー（女性）」が 36.0％、「家族全員」が 17.7％となってい

ます。 

前回と比較すると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 3.0 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性は「主に妻・パートナー（女性）」、女性は「夫婦・カップルで同じ程度」が高く

なっています。 

年齢別でみると、10～40 歳代は「夫婦・カップルで同じ程度」、50 歳以上は「主に妻・パートナー

（女性）」が最も高くなっています。 
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0.2 

0.2 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

24.4 

27.7 

27.5 

22.5 

7.4 

16.7 

18.0 

19.8 

27.7 

29.7 

32.3 

57.3 

56.3 

58.3 

57.3 

74.1 

64.6 

64.0 

61.3 

48.5 

56.1 

51.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

13.0 

13.3 

8.9 

14.8 

14.8 

18.8 

17.0 

12.3 

18.8 

5.8 

9.4 

0.8 

1.1 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.6 

2.1 

4.4 

1.4 

5.3 

3.9 

3.7 

0.0 

1.0 

5.7 

3.0 

7.7 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

④育児 

育児の分担についてみると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 57.3％と最も高く、次いで「主に妻・

パートナー（女性）」が 24.4％、「家族全員」が 13.0％となっています。 

前回と比較すると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 1.0 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男女ともに「夫婦・カップルで同じ程度」が高くなっています。 

年齢別でみると、年代が上がるにつれて「主に妻・パートナー（女性）」が高くなっています。 
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0.5 

0.3 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

7.7 

7.6 

7.3 

8.0 

0.0 

2.1 

6.0 

8.5 

10.9 

7.7 

10.4 

46.3 

50.5 

49.4 

44.6 

40.7 

50.0 

49.0 

50.9 

46.5 

41.9 

44.8 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

36.3 

36.0 

31.6 

38.9 

51.9 

41.7 

37.0 

33.0 

33.7 

36.1 

34.4 

4.5 

3.4 

5.3 

4.1 

3.7 

6.3 

6.0 

0.9 

5.9 

5.2 

4.2 

4.7 

1.4 

5.3 

4.4 

3.7 

0.0 

1.0 

6.6 

3.0 

7.7 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

⑤高齢者、病人の介護・看護 

高齢者、病人の介護・看護の分担についてみると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 46.3％と最も高

く、次いで「家族全員」が 36.3％、「主に妻・パートナー（女性）」が 7.7％となっています。 

前回と比較すると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 4.2 ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性の方が「家族全員」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代は「家族全員」、20 歳以上は「夫婦・カップルで同じ程度」が最も高くなっ

ています。 
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68.9 

75.7 

69.8 

68.1 

100.0 

100.0 

60.6 

72.8 

76.6 

65.1 

67.6 

2.3 

1.8 

1.6 

2.8 

0.0 

0.0 

1.4 

2.5 

6.5 

1.6 

0.0 

21.1 

15.9 

21.2 

21.1 

0.0 

0.0 

31.0 

19.8 

13.0 

23.3 

20.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.2 

2.7 

4.2 

2.4 

0.0 

0.0 

2.8 

1.2 

1.3 

4.7 

5.4 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

3.4 

3.2 

5.6 

0.0 

0.0 

4.2 

3.7 

2.6 

5.4 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝440）

前回

（N＝441）

男性

（N＝189）

女性

（N＝251）

10歳代

（N＝1）

20歳代

（N＝7）

30歳代

（N＝71）

40歳代

（N＝81）

50歳代

（N＝77）

60歳代

（N＝129）

70歳以上

（N＝74）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

【配偶者・パートナーのいる方のみ】 

（２）実際にあなたの家庭では、どのように分担していますか。 

（①〜⑤のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

①生活費を得る 

生活費を得る分担についてみると、「主に夫・パートナー（男性）」が 68.9％と最も高く、次いで「夫

婦・カップルで同じ程度」が 21.1％、「家族全員」が 3.2％となっています。 

前回と比較すると、「主に夫・パートナー（男性）」が 6.8 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「主に夫・パートナー（男性）」が高くなっています。 

年齢別でみると、「主に夫・パートナー（男性）」が 40～50 歳代で７割台、30 歳代と 60 歳以上で６

割台となっています。 
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14.5 

12.9 

15.9 

13.5 

0.0 

14.3 

14.1 

23.5 

9.1 

12.4 

14.9 

64.8 

66.9 

62.4 

66.5 

0.0 

57.1 

60.6 

59.3 

72.7 

66.7 

64.9 

16.4 

16.3 

18.0 

15.1 

100.0 

28.6 

21.1 

14.8 

15.6 

15.5 

13.5 

0.2 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.1 

2.7 

3.7 

4.4 

0.0 

0.0 

4.2 

2.5 

2.6 

5.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝440）

前回

（N＝441）

男性

（N＝189）

女性

（N＝251）

10歳代

（N＝1）

20歳代

（N＝7）

30歳代

（N＝71）

40歳代

（N＝81）

50歳代

（N＝77）

60歳代

（N＝129）

70歳以上

（N＝74）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

②家計の管理 

家計管理の分担についてみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 64.8％と最も高く、次いで「夫婦・

カップルで同じ程度」が 16.4％、「主に夫・パートナー（男性）」が 14.5％となっています。 

前回と比較すると、「主に妻・パートナー（女性）」が 2.1 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「主に妻・パートナー（女性）」が高くなっています。 

年齢別でみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 50 歳代で最も高くなっています。 
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1.1 

1.8 

2.1 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.6 

2.7 

75.0 

77.3 

72.0 

77.3 

100.0 

71.4 

63.4 

81.5 

84.4 

72.9 

73.0 

16.1 

14.1 

18.0 

14.7 

0.0 

28.6 

25.4 

13.6 

10.4 

14.7 

17.6 

0.5 

0.2 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.4 

2.7 

2.9 

4.2 

1.6 

0.0 

0.0 

4.2 

2.5 

1.3 

3.9 

1.4 

0.5 

0.2 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.1 

3.4 

3.7 

4.4 

0.0 

0.0 

4.2 

2.5 

2.6 

6.2 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝440）

前回

（N＝441）

男性

（N＝189）

女性

（N＝251）

10歳代

（N＝1）

20歳代

（N＝7）

30歳代

（N＝71）

40歳代

（N＝81）

50歳代

（N＝77）

60歳代

（N＝129）

70歳以上

（N＝74）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

③日常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯） 

日常の家事（食事のしたく、掃除、洗濯）の分担についてみると、「主に妻・パートナー（女性）」が

75.0％と最も高く、次いで「夫婦・カップルで同じ程度」が 16.1％、「家族全員」が 2.7％となっていま

す。 

前回と比較すると、「主に妻・パートナー（女性）」が 2.3 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「主に妻・パートナー（女性）」が高くなっています。 

年齢別でみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 40～50 歳代で８割台、60 歳以上で７割台、30 歳

代で６割台となっています。 
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0.2 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

60.2 

62.1 

52.9 

65.7 

0.0 

57.1 

56.3 

65.4 

66.2 

60.5 

52.7 

19.3 

18.6 

24.3 

15.5 

0.0 

14.3 

28.2 

17.3 

18.2 

19.4 

14.9 

0.5 

0.0 

0.5 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

3.4 

2.9 

5.8 

1.6 

100.0 

0.0 

4.2 

2.5 

2.6 

3.1 

4.1 

1.6 

0.9 

1.6 

1.6 

0.0 

0.0 

1.4 

3.7 

2.6 

0.0 

1.4 

14.8 

15.2 

14.8 

14.7 

0.0 

28.6 

9.9 

9.9 

10.4 

15.5 

27.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝440）

前回

（N＝441）

男性

（N＝189）

女性

（N＝251）

10歳代

（N＝1）

20歳代

（N＝7）

30歳代

（N＝71）

40歳代

（N＝81）

50歳代

（N＝77）

60歳代

（N＝129）

70歳以上

（N＝74）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

④育児 

育児の分担についてみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 60.2％と最も高く、次いで「夫婦・カ

ップルで同じ程度」が 19.3％、「家族全員」が 3.4％となっています。 

前回と比較すると、「主に妻・パートナー（女性）」が 1.9 ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性の方が「主に妻・パートナー（女性）」が高くなっています。 

年齢別でみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 40～60 歳代で６割台、30 歳代と 70 歳以上で５

割台となっています。 
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1.8 

1.4 

3.2 

0.8 

0.0 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

4.7 

0.0 

34.1 

35.6 

23.3 

42.2 

0.0 

0.0 

26.8 

44.4 

42.9 

32.6 

27.0 

30.0 

26.1 

37.6 

24.3 

0.0 

28.6 

32.4 

27.2 

28.6 

28.7 

35.1 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.3 

10.4 

10.6 

8.4 

100.0 

14.3 

11.3 

4.9 

7.8 

11.6 

8.1 

7.7 

6.8 

9.0 

6.8 

0.0 

28.6 

7.0 

11.1 

9.1 

5.4 

5.4 

17.0 

19.0 

16.4 

17.5 

0.0 

28.6 

19.7 

12.3 

11.7 

17.1 

24.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝440）

前回

（N＝441）

男性

（N＝189）

女性

（N＝251）

10歳代

（N＝1）

20歳代

（N＝7）

30歳代

（N＝71）

40歳代

（N＝81）

50歳代

（N＝77）

60歳代

（N＝129）

70歳以上

（N＝74）

主に夫・パートナー（男性） 主に妻・パートナー（女性）

夫婦・カップルで同じ程度 子ども

家族全員 その他の人

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

⑤高齢者、病人の介護・看護 

高齢者、病人の介護・看護の分担についてみると、「主に妻・パートナー（女性）」が 34.1％と最も高

く、次いで「夫婦・カップルで同じ程度」が 30.0％、「家族全員」が 9.3％となっています。 

前回と比較すると、「夫婦・カップルで同じ程度」が 3.9 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性は「夫婦・カップルで同じ程度」、女性は「主に妻・パートナー（女性）」が高く

なっています。 

年齢別でみると、30 歳代と 70 歳以上は「夫婦・カップルで同じ程度」、40～60 歳代は「主に妻・パ

ートナー（女性）」が最も高くなっています。 
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※前回の選択肢は「男女区別せず個人の能力や性格から、その子らしく育てるのがよい」 

問 10．子育てについて、どのような考えをお持ちですか。（１つだけ○） 

子育ての考え方についてみると、「男女の区別なく、個人の能力や性格に応じて育てるのがよい」が

80.0％と最も高く、次いで「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい」が 9.9％、

「わからない」が 2.7％となっています。 

前回と比較すると、「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい」が 2.2 ポイント

低くなっています。 

性別でみると、男性の方が「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい」が高く

なっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「男女の区別なく、個人の能力や性格に応じて育てるのがよい」が

最も高くなっていますが、10 歳代では他の年代と比較して、「女の子は女の子らしく、男の子は男の子

らしく育てるのがよい」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.0 

79.3 

76.1 

82.4 

74.1 

89.6 

83.0 

80.2 

79.2 

76.8 

78.1 

9.9 

12.1 

15.8 

6.2 

3.7 

2.1 

5.0 

13.2 

11.9 

12.9 

10.4 

1.1 

2.9 

1.2 

1.0 

0.0 

2.1 

3.0 

0.0 

1.0 

0.6 

1.0 

2.7 

1.9 

2.4 

2.6 

18.5 

0.0 

2.0 

1.9 

0.0 

3.2 

3.1 

6.4 

4.3 

4.5 

7.8 

3.7 

6.3 

7.0 

4.7 

7.9 

6.5 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

男女の区別なく、個人の能力や性格に応じて育てるのがよい

女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てるのがよい※

その他

わからない

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別
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25.1 

3.6 

65.6 

34.4 

24.7 

47.8 

17.8 

11.7 

6.5 

11.7 

3.2 

0.8 

2.4 

2.4 

26.7 

4.7 

65.8 

25.9 

28.8 

43.8 

17.1 

7.5 

10.1 

11.7 

3.1 

0.0 

3.1 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

男性自身の抵抗感をなくす

女性自身の抵抗感をなくす

夫婦や家族間の

コミュニケーションを図る

夫婦の役割分担等について

当事者の考え方を尊重する

男性が参加することに対して、

社会の中での評価を高める

労働時間の短縮や休暇制度の

普及により、仕事以外の

時間の拡大を図る

男性が家事等に関心を高める

ような啓発や情報提供を行う

研修や講座の開催により、

男性の家事等の技能を高める

男性の情報交換の場や

仲間づくりを進める

男性が相談しやすい

窓口を設ける

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

25.8 

4.2 

65.9 

29.4 

27.4 

45.5 

17.4 

9.1 

8.8 

11.6 

3.1 

0.3 

2.8 

2.8 

36.0 

4.8 

55.1 

23.3 

40.4 

51.8 

20.3 

8.0 

10.9 

12.2 

1.9 

1.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

男性自身の抵抗感をなくす

女性自身の抵抗感をなくす

夫婦や家族間の

コミュニケーションを図る

夫婦の役割分担等について

当事者の考え方を尊重する

男性が参加することに対して、

社会の中での評価を高める

労働時間の短縮や休暇制度の

普及により、仕事以外の

時間の拡大を図る

男性が家事等に関心を高める

ような啓発や情報提供を行う

研修や講座の開催により、

男性の家事等の技能を高める

男性の情報交換の場や

仲間づくりを進める

男性が相談しやすい

窓口を設ける

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 11．男性も⼥性もともに、⼦育てや介護を担っていくためには、どのようなことが必要だと 

思いますか。（３つまで○） 

男女ともに子育てや介護を担うために必要なことについてみると、「夫婦や家族間のコミュニケーシ

ョンを図る」が 65.9％と最も高く、次いで「労働時間の短縮や休暇制度の普及により、仕事以外の時間

の拡大を図る」が 45.5％、「夫婦の役割分担について当事者の考え方を尊重する」が 29.4％となってい

ます。 

前回と比較すると、「夫婦や家族間のコミュニケーションを図る」が 10.8 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「夫婦の役割分担について当事者の考え方を尊重する」が高くなっていま

す。 

年齢別でみると、10～20 歳代は「労働時間の短縮や休暇制度の普及により、仕事以外の時間の拡大

を図る」、30 歳以上は「夫婦や家族間のコミュニケーションを図る」が最も高くなっています。 
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男
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自
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抵

抗
感

を
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夫
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に
つ

い
て

当
事

者
の

考
え

方
を

尊
重

す
る

男
性

が
参

加
す

る
こ

と
に

対
し

て、

社
会

の
中

で
の

評
価

を
高

め
る

労
働

時
間

の
短

縮
や

休
暇

制
度

の
普

及
に

よ
り、

仕
事

以
外

の
時

間
の

拡
大

を

図
る

男
性

が
家

事
等

に
関

心
を

高
め

る
よ

う
な

啓
発

や

情
報

提
供

を
行

う

10歳代（N＝27） 29.6 11.1 44.4 25.9 29.6 48.1 14.8

20歳代（N＝48） 25.0 0.0 58.3 31.3 29.2 64.6 12.5

30歳代（N＝100） 19.0 3.0 68.0 27.0 33.0 58.0 9.0

40歳代（N＝106） 31.1 5.7 62.3 19.8 34.0 47.2 15.1

50歳代（N＝101） 28.7 7.9 68.3 21.8 23.8 45.5 15.8

60歳代（N＝155） 26.5 1.9 65.8 34.8 27.1 39.4 24.5

70歳以上（N＝96） 24.0 4.2 74.0 40.6 15.6 30.2 21.9

研
修

や
講

座
の

開
催

に
よ

り、
男
性

の
家

事
等

の
技

能
を

高
め

る

男
性

の
情

報
交

換
の

場
や

仲
間

づ
く

り
を

進
め

る

男
性

が
相

談
し

や
す

い
窓

口
を

設
け

る

そ
の

他

特
に

必
要

な
こ

と
は

な
い

わ
か

ら
な

い

不
明

・
無

回
答

10歳代（N＝27） 7.4 7.4 7.4 7.4 0.0 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 10.4 12.5 16.7 6.3 0.0 2.1 0.0

30歳代（N＝100） 3.0 7.0 13.0 7.0 1.0 2.0 1.0

40歳代（N＝106） 6.6 8.5 9.4 3.8 0.0 4.7 3.8

50歳代（N＝101） 12.9 8.9 7.9 3.0 0.0 2.0 3.0

60歳代（N＝155） 8.4 7.7 11.6 0.0 0.0 1.9 5.2

70歳以上（N＝96） 15.6 9.4 14.6 1.0 1.0 4.2 1.0
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※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 12．学校教育の場で、男⼥平等を推進するためには、何が必要だと思いますか。（３つまで○） 

学校教育の場で男女平等を推進するために必要なことについてみると、「男女の区別なく、能力や個

性を活かした進路指導を実施する」が 57.7％と最も高く、次いで「互いのよさを理解し、異性を思いや

る心を育てる教育を実施する」が 55.6％、「心身の発育について正しく理解し、生命や性を尊重する教

育を実施する」が 44.8％となっています。 

前回と比較すると、「男女の区別なく、能力や個性を活かした進路指導を実施する」が 4.3 ポイント高

くなっています。 

性別でみると、男女ともに「男女の区別なく、能力や個性を活かした進路指導を実施する」が高くな

っています。 

年齢別でみると、10～40 歳代と 70 歳以上は「男女の区別なく、能力や個性を活かした進路指導を実

施する」、50～60 歳代は「互いのよさを理解し、異性を思いやる心を育てる教育を実施する」が最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 

47.8 

56.7 

42.9 

59.5 

17.8 

12.1 

15.0 

2.4 

2.8 

2.4 

43.0 

54.9 

42.5 

56.2 

12.4 

7.8 

15.8 

2.1 

5.4 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

心身の発育について正しく

理解し、生命や性を尊重する

教育を実施する

互いのよさを理解し、異性を

思いやる心を育てる教育を

実施する

家事や育児、介護等について

男女が共同して行うなどの

学習を実施する

男女の区別なく、能力や個性を

活かした進路指導を実施する

教職員の男女共同参画意識を

高める研修を実施する

教師を男女バランスよく配置する

教科書や教材で、固定的な

女性像、男性像の提示をなくす

その他

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

44.8 

55.6 

42.9 

57.7 

14.4 

9.4 

15.5 

2.2 

4.4 

3.1 

43.2 

60.1 

50.8 

53.4 

14.3 

9.2 

13.2 

1.4 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

心身の発育について正しく

理解し、生命や性を尊重する

教育を実施する

互いのよさを理解し、異性を

思いやる心を育てる教育を

実施する

家事や育児、介護等について

男女が共同して行うなどの

学習を実施する

男女の区別なく、能力や個性を

活かした進路指導を実施する

教職員の男女共同参画意識を

高める研修を実施する

教師を男女バランスよく配置する

教科書や教材で、固定的な

女性像、男性像の提示をなくす

その他

わからない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）
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心

身

の

発

育

に

つ

い

て

正

し

く

理

解

し、

生

命

や

性

を

尊

重

す

る

教

育

を

実

施

す

る

互

い

の

よ

さ

を

理

解

し、

異

性

を

思

い

や

る

心

を

育

て

る

教

育

を

実

施

す

る

家

事

や

育

児、

介

護

等

に

つ

い

て

男

女

が

共

同

し

て

行

う

な

ど

の

学

習

を

実

施

す

る

男

女

の

区

別

な

く、

能

力

や

個

性

を

活

か

し

た

進

路

指

導

を

実

施

す

る

教

職

員

の

男

女

共

同

参

画

意

識

を

高

め

る

研

修

を

実

施

す

る

教

師

を

男

女

バ

ラ

ン

ス

よ

く

配

置

す

る

教

科

書

や

教

材

で、

固

定

的

な

女

性

像、

男

性

像

の

提

示

を

な

く

す

10歳代（N＝27） 29.6 25.9 48.1 55.6 22.2 14.8 33.3

20歳代（N＝48） 39.6 52.1 35.4 58.3 2.1 16.7 29.2

30歳代（N＝100） 46.0 44.0 45.0 63.0 14.0 6.0 19.0

40歳代（N＝106） 40.6 52.8 47.2 59.4 14.2 8.5 15.1

50歳代（N＝101） 46.5 53.5 45.5 52.5 10.9 8.9 10.9

60歳代（N＝155） 45.2 68.4 40.6 52.9 14.8 9.0 12.3

70歳以上（N＝96） 53.1 61.5 38.5 62.5 21.9 9.4 11.5

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 3.7 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 4.2 4.2 2.1

30歳代（N＝100） 5.0 6.0 1.0

40歳代（N＝106） 1.9 3.8 3.8

50歳代（N＝101） 3.0 5.9 3.0

60歳代（N＝155） 0.0 3.2 5.2

70歳以上（N＝96） 1.0 4.2 2.1

 

単位：％ 
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14.2 

23.5 

5.7 

9.7 

3.2 

44.9 

20.6 

4.0 

7.0 

14.0 

3.4 

7.5 

2.3 

40.2 

33.7 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

役員選挙に女性が出にくく、

また選ばれにくい

会長、副会長、会計等、役員の

役割によって選ばれる性に

かたよりがある

地域の行事で女性が参加

できなかったり、男性と差がある

会議等で女性が意見を

言いにくかったり、

意見を取り上げてもらいにくい

その他

特に感じたことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

9.7 

17.5 

4.2 

8.3 

2.7 

41.9 

29.0 

4.1 

8.7 

15.1 

3.4 

7.1 

3.9 

33.1 

41.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

役員選挙に女性が出にくく、

また選ばれにくい

会長、副会長、会計等、役員の

役割によって選ばれる性に

かたよりがある

地域の行事で女性が参加

できなかったり、男性と差がある

会議等で女性が意見を

言いにくかったり、

意見を取り上げてもらいにくい

その他

特に感じたことはない＊

わからない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

＊前回の選択肢は「とくに男女不平等はない」 

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

 

４．地域社会での男⼥共同参画について 

 

問 13．あなたの住んでいる地域（自治会や町内会等）で以下のようなことを感じたことがありますか。

（あてはまるものすべてに○） 

住んでいる地域で感じたことについてみると、「特に感じたことはない」が 41.9％と最も高く、次い

で「わからない」が 29.0％、「会長、副会長、会計等、役員の役割によって選ばれる性にかたよりがあ

る」が 17.5％となっています。 

前回と比較すると、「特に感じたことはない」が 8.8 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「会長、副会長、会計等、役員の役割によって選ばれる性にかたよりがあ

る」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～30 歳代は「わからない」、40 歳以上は「特に感じたことはない」が最も高くな

っています。また、60 歳以上は「会長、副会長、会計等、役員の役割によって選ばれる性にかたよりが

ある」も高くなっています。 
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単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 

役

員

選

挙

に

女

性

が

出

に

く

く、

ま

た

選

ば

れ

に

く

い

会

長、

副

会

長、

会

計

等、

役

員

の

役

割

に

よっ

て

選

ば

れ

る

性

に

か

た

よ

り

が

あ

る

地

域

の

行

事

で

女

性

が

参

加

で

き

な

かっ

た

り、

男

性

と

差

が

あ

る

会

議

等

で

女

性

が

意

見

を

言

い

に

く

かっ

た

り、

意

見

を

取

り

上

げ

て

も

ら

い

に

く

い

そ

の

他

特

に

感

じ

た

こ

と

は

な

い

※

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 7.4 11.1 3.7 0.0 0.0 25.9 55.6 3.7

20歳代（N＝48） 10.4 12.5 4.2 6.3 0.0 29.2 47.9 2.1

30歳代（N＝100） 4.0 15.0 4.0 6.0 2.0 31.0 46.0 2.0

40歳代（N＝106） 7.5 17.9 5.7 8.5 2.8 45.3 24.5 3.8

50歳代（N＝101） 8.9 12.9 1.0 5.0 2.0 50.5 25.7 2.0

60歳代（N＝155） 11.6 22.6 5.8 12.3 3.2 45.2 18.1 7.7

70歳以上（N＝96） 16.7 20.8 3.1 10.4 5.2 46.9 18.8 4.2
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44.5 

16.2 

19.0 

34.0 

31.6 

16.6 

10.5 

30.4 

11.3 

2.4 

4.5 

6.1 

2.8 

43.3 

14.2 

15.8 

30.8 

21.8 

10.4 

9.8 

23.8 

4.9 

2.6 

2.3 

10.9 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

参加のきっかけとなる

地域活動情報の提供

地域活動の場での男女の

性別役割意識の解消

活動のための施設の整備

配偶者や家族の協力

労働時間短縮や休暇制度の普及

団体等に対する補助金等の

行政の支援

自身の地域活動に対する知識を

高めるための研修や講座の開催

社会全体の中で、地域活動に

ついての評価を高める

男女比率が不均等な組織等に

おいて、男性または女性の

優先枠を設け機会の均等を図る

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

43.7 

14.9 

17.2 

31.9 

25.8 

12.8 

10.0 

26.1 

7.4 

2.5 

3.1 

9.1 

3.6 

39.5 

17.2 

13.3 

32.8 

34.4 

8.2 

10.6 

26.0 

6.9 

2.3 

3.9 

11.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

参加のきっかけとなる

地域活動情報の提供

地域活動の場での男女の

性別役割意識の解消

活動のための施設の整備

配偶者や家族の協力

労働時間短縮や休暇制度の普及

団体等に対する補助金等の

行政の支援

自身の地域活動に対する知識を

高めるための研修や講座の開催

社会全体の中で、地域活動に

ついての評価を高める

男女比率が不均等な組織等に

おいて、男性または女性の

優先枠を設け機会の均等を図る

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 14．男性も⼥性もともに地域活動に積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（３つまで○） 

男女ともに地域活動に積極的に参加するために必要なことについてみると、「参加のきっかけとなる

地域活動情報の提供」が 43.7％と最も高く、次いで「配偶者や家族の協力」が 31.9％、「社会全体の中

で、地域活動についての評価を高める」が 26.1％となっています。 

前回と比較すると、「団体等に対する補助金等の行政の支援」が 4.6 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「労働時間短縮や休暇制度の普及」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代と 30 歳以上は「参加のきっかけとなる地域活動情報の提供」、20 歳代は「労

働時間短縮や休暇制度の普及」が最も高くなっています。 
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参

加

の

きっ

か

け

と

な

る

地

域

活

動

情

報

の

提

供

地

域

活

動

の

場

で

の

男

女

の

性

別

役

割

意

識

の

解

消

活

動

の

た

め

の

施

設

の

整

備

配

偶

者

や

家

族

の

協

力

労

働

時

間

短

縮

や

休

暇

制

度

の

普

及

団

体

等

に

対

す

る

補

助

金

等

の

行

政

の

支

援

自

身

の

地

域

活

動

に

対

す

る

知

識

を

高

め

る

た

め

の

研

修

や

講

座

の

開

催

10歳代（N＝27） 44.4 25.9 14.8 0.0 33.3 14.8 7.4

20歳代（N＝48） 27.1 20.8 8.3 27.1 43.8 8.3 8.3

30歳代（N＝100） 41.0 12.0 15.0 25.0 30.0 20.0 4.0

40歳代（N＝106） 44.3 12.3 17.9 37.7 37.7 12.3 3.8

50歳代（N＝101） 39.6 14.9 15.8 31.7 31.7 5.9 6.9

60歳代（N＝155） 49.0 16.1 23.2 31.6 13.5 12.3 14.2

70歳以上（N＝96） 49.0 13.5 14.6 42.7 10.4 14.6 21.9

社

会

全

体

の

中

で、
地

域

活

動

に

つ

い

て

の

評

価

を

高

め

る

男

女

比

率

が

不

均

等

な

組

織

等

に

お

い

て、

男

性

ま

た

は

女

性

の

優

先

枠

を

設

け

機

会

の

均

等

を

図

る

そ

の

他

特

に

必

要

な

こ

と

は

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 25.9 3.7 3.7 0.0 22.2 0.0

20歳代（N＝48） 25.0 6.3 4.2 0.0 8.3 2.1

30歳代（N＝100） 27.0 3.0 5.0 2.0 10.0 4.0

40歳代（N＝106） 29.2 11.3 1.9 2.8 2.8 2.8

50歳代（N＝101） 23.8 8.9 3.0 6.9 7.9 3.0

60歳代（N＝155） 25.2 8.4 1.3 2.6 11.0 4.5

70歳以上（N＝96） 28.1 6.3 1.0 4.2 9.4 5.2

 

 

単位：％ 
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64.3 

62.7 

73.7 

58.3 

22.2 

83.3 

85.0 

83.0 

78.2 

51.6 

29.2 

32.7 

36.7 

23.9 

38.3 

77.8 

14.6 

11.0 

14.2 

18.8 

47.1 

64.6 

3.0 

0.6 

2.4 

3.4 

0.0 

2.1 

4.0 

2.8 

3.0 

1.3 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

働いている 働いていない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

 

５．仕事と生活の調和について 

 

問 15．あなたは現在、収入を得るために働いていますか。（１つだけ○） 

※出産・育児・介護等の休暇中の場合は、働いているものとして回答 

働いているかどうかについてみると、「働いている」が 64.3％、「働いていない」が 32.7％となってい

ます。 

前回と比較すると、「働いていない」が 4.0 ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性の方が「働いている」が低くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代と 70 歳以上は「働いていない」、20～50 歳代は「働いている」が高く、60

歳代は「働いている」が約半数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



36 

45.0 

39.0 

55.5 

36.9 

0.0 

57.5 

68.2 

55.7 

48.1 

17.5 

7.1 

43.8 

44.4 

29.7 

55.1 

100.0 

40.0 

28.2 

34.1 

43.0 

61.3 

67.9 

7.1 

9.2 

8.8 

5.8 

0.0 

0.0 

3.5 

6.8 

5.1 

13.8 

17.9 

1.2 

2.3 

1.6 

0.4 

0.0 

2.5 

0.0 

1.1 

0.0 

1.3 

3.6 

0.7 

2.8 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

2.5 

0.0 

1.9 

2.1 

2.2 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

2.5 

3.8 

3.6 

0.2 

0.3 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝411）

前回

（N＝390）

男性

（N＝182）

女性

（N＝225）

10歳代

（N＝6）

20歳代

（N＝40）

30歳代

（N＝85）

40歳代

（N＝88）

50歳代

（N＝79）

60歳代

（N＝80）

70歳以上

（N＝28）

正社員・正職員

パート、アルバイト、契約社員、嘱託、派遣等の非正規の勤め人

農林漁業、商工業、サービス業等の自営業及びその家族従事者

医師、弁護士、芸術家等の自由業

会社役員、法人・団体の役員等

その他

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

【問 15 で「働いている」とお答えの方のみ】 

問 15-１．あなたの職業は何ですか。（１つだけ○） 

回答者の職業についてみると、「正社員・正職員」が 45.0％と最も高く、次いで「パート、アルバイ

ト、契約社員、嘱託、派遣等の非正規の勤め人」が 43.8％、「農林漁業、商工業、サービス業等の自営

業及びその家族従事者」が 7.1％となっています。 

前回と比較すると、「正社員・正職員」が 6.0 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性は「正社員・正職員」、女性は「パート、アルバイト、契約社員、嘱託、派遣等の

非正規の勤め人」が高くなっています。 

年齢別でみると、60 歳以上は「パート、アルバイト、契約社員、嘱託、派遣等の非正規の勤め人」、

20～50 歳代は「正社員・正職員」が最も高くなっています。 
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【問 15 で「働いていない」とお答えの方のみ】 

問 16．あなたは過去に、仕事で収入を得たことがありますか。（１つだけ○） 

過去に仕事で収入を得たかどうかについてみると、「ある」が 69.4％、「ない」が 17.7％となっていま

す。 

前回と比較すると、「ある」が 14.4 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「ある」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16 で「ある」とお答えの方のみ】 

問 16-１．その仕事をやめた理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をやめた理由についてみると、「定年退職のため」が 33.8％と最も高く、次いで「結婚のため」

が 33.1％、「出産・育児のため」が 16.6％となっています。 

性別でみると、男性は「定年退職のため」、女性は「結婚のため」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.4 

83.8 

67.8 

70.9 

17.7 

14.0 

16.9 

17.6 

12.9 

2.2 

15.3 

11.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝209）

前回

（N＝228）

男性

（N＝59）

女性

（N＝148）

ある ない 不明・無回答

経
年

性
別

0.0 

0.0 

2.5 

2.5 

12.5 

45.7 

22.9 

7.6 

7.6 

16.2 

33.1 

16.6 

6.2 

6.2 

15.2 

0% 20% 40% 60%

結婚のため

出産・育児のため

介護のため

引越し・転勤のため

病気・体調不良のため

80.0 

12.5 

5.0 

0.0 

16.2 

6.7 

14.3 

2.9 

33.8 

8.3 

11.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定年退職のため

契約期限切れ・解雇のため

その他

不明・無回答

男性（N＝40）

女性（N＝105）

全体（N＝145）

性別 



38 

【問 16 で「ない」とお答えの方のみ】 

問 16-２．今後、働きたいと思いますか。（１つだけ○） 

今後、働きたいと思うかについてみると、「働きたい」が 59.5％と最も高く、次いで「働きたくない」

が 24.3％、「わからない」が 13.5％となっています。 

前回と比較すると、「働きたくない」が 2.4 ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性の方が「働きたい」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.5 

59.4 

50.0 

65.4 

24.3 

21.9 

40.0 

19.2 

13.5 

15.6 

10.0 

15.4 

2.7 

3.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝37）

前回

（N＝32）

男性

（N＝10）

女性

（N＝26）

働きたい 働きたくない わからない 不明・無回答

経
年

性
別
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4.1 

4.7 

2.4 

5.2 

3.7 

6.3 

2.0 

6.6 

5.0 

2.6 

4.2 

3.3 

7.9 

3.2 

3.4 

0.0 

4.2 

4.0 

1.9 

4.0 

2.6 

5.2 

30.8 

33.4 

29.6 

31.6 

44.4 

22.9 

17.0 

27.4 

27.7 

38.7 

39.6 

42.9 

42.8 

46.6 

40.2 

25.9 

41.7 

36.0 

46.2 

49.5 

44.5 

40.6 

0.3 

0.5 

0.4 

0.3 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

15.0 

10.3 

13.8 

16.1 

22.2 

22.9 

35.0 

14.2 

10.9 

9.0 

4.2 

3.6 

0.5 

4.0 

3.4 

3.7 

2.1 

5.0 

3.8 

2.0 

2.6 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

結婚するまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは、仕事を持つ方がよい

子どもができたら仕事をやめ、成長したら再び仕事を持つ方がよい

結婚、出産にかかわらず、ずっと仕事を続ける方がよい

仕事を持たない方がよい

その他

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢
別

問 17．あなたは、⼥性が仕事を持つことについて、どのように思いますか。（１つだけ○） 

女性が仕事を持つことについて、どのように思うかについてみると、「結婚、出産にかかわらず、ずっ

と仕事を続ける方がよい」が 42.9％と最も高く、次いで「子どもができたら仕事をやめ、成長したら再

び仕事を持つ方がよい」が 30.8％、「結婚するまでは、仕事を持つ方がよい」が 4.1％となっています。 

前回と比較すると、「子どもができたら仕事をやめ、成長したら再び仕事を持つ方がよい」が 4.6 ポイ

ント低くなっています。 

性別でみると、男性の方が「結婚、出産にかかわらず、ずっと仕事を続ける方がよい」が高くなって

います。 

年齢別でみると、10 歳代は「子どもができたら仕事をやめ、成長したら再び仕事を持つ方がよい」、

20 歳以上は「結婚、出産にかかわらず、ずっと仕事を続ける方がよい」が最も高くなっています。 
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問 18．あなたは、⼥性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において

必要なことは何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

女性が出産後も同じ職場で働き続けるために必要なことについてみると、「保育所や放課後児童クラ

ブ等、子どもを預けられる環境の整備」が 79.3％と最も高く、次いで「職場における育児・介護との両

立支援制度の充実」が 60.3％、「男性の家事参加への理解・意識改革」が 54.9％となっています。 

性別でみると、男性の方が「家事・育児支援サービスの充実」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「保育所や放課後児童クラブ等、子どもを預けられる環境の整備」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

76.9 

30.4 

54.3 

51.0 

51.8 

23.5 

44.5 

81.3 

36.5 

35.8 

57.3 

49.7 

23.6 

45.3 

79.3 

34.1 

43.0 

54.9 

50.9 

23.8 

45.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保育所や放課後児童クラブ等、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・

意識改革

女性が働き続けることへの

周囲の理解・意識改革

働き続けることへの

女性自身の意識

男女双方の長時間労働の

改善を含めた働き方改革

56.7 

42.9 

44.9 

2.4 

1.2 

2.0 

2.8 

62.2 

41.7 

38.6 

2.8 

0.3 

1.6 

3.4 

60.3 

41.9 

41.0 

2.7 

0.6 

1.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

職場における育児・介護との

両立支援制度の充実

短時間勤務制度や

在宅勤務制度等の導入

育児や介護による仕事への

制約を理由とした昇進等への

不利益な取り扱いの禁止

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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保

育

所
や

放

課

後

児
童

ク

ラ

ブ

等、

子

ど

も
を

預

け

ら

れ
る

環

境

の

整
備

介

護

支
援

サー

ビ

ス
の

充

実

家

事

・
育

児

支

援

サー

ビ

ス

の

充
実

男

性

の
家

事

参

加

へ
の

理

解

・

意

識

改
革

女

性

が
働

き

続

け

る
こ

と

へ

の

周

囲

の
理

解

・

意

識
改

革

働

き

続
け

る

こ

と

へ
の

女

性

自
身

の

意

識

男

女

双
方

の

長

時

間
労

働

の

改

善
を

含

め

た
働

き

方

改

革

10歳代（N＝27） 70.4 25.9 33.3 37.0 55.6 14.8 40.7

20歳代（N＝48） 72.9 22.9 41.7 58.3 58.3 14.6 54.2

30歳代（N＝100） 78.0 31.0 38.0 58.0 54.0 20.0 50.0

40歳代（N＝106） 78.3 33.0 39.6 59.4 49.1 23.6 49.1

50歳代（N＝101） 74.3 42.6 45.5 51.5 45.5 22.8 43.6

60歳代（N＝155） 85.8 36.1 48.4 57.4 52.9 25.2 40.6

70歳以上（N＝8） 83.3 34.4 42.7 50.0 43.8 32.3 40.6

職

場

に

お

け
る

育

児

・

介
護

と

の

両

立

支

援

制
度

の

充

実

短

時

間

勤

務
制

度

や

在

宅

勤

務

制
度

等

の

導

入

育

児

や

介

護
に

よ

る

仕

事
へ

の

制

約

を

理

由
と

し

た

昇

進
等

へ

の

不

利

益

な

取
り

扱

い

の

禁
止

そ

の

他

特

に

必

要

な
こ

と

は

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回
答

10歳代（N＝27） 63.0 44.4 37.0 0.0 0.0 11.1 0.0

20歳代（N＝48） 50.0 54.2 50.0 4.2 0.0 0.0 2.1

30歳代（N＝100） 61.0 50.0 47.0 7.0 1.0 0.0 4.0

40歳代（N＝106） 58.5 42.5 43.4 2.8 0.0 0.9 3.8

50歳代（N＝101） 61.4 41.6 28.7 4.0 2.0 1.0 3.0

60歳代（N＝155） 65.2 41.3 41.3 0.6 0.0 1.9 1.9

70歳以上（N＝8） 54.2 29.2 40.6 0.0 1.0 3.1 5.2

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 
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9.9 

6.3 

5.3 

13.0 

0.0 

2.1 

21.0 

12.3 

8.9 

7.1 

8.3 

26.8 

29.1 

25.9 

26.9 

40.7 

52.1 

37.0 

25.5 

29.7 

12.9 

18.8 

39.6 

37.8 

45.7 

35.8 

33.3 

33.3 

22.0 

35.8 

40.6 

54.8 

40.6 

5.6 

6.6 

6.9 

4.9 

7.4 

8.3 

8.0 

5.7 

5.0 

4.5 

4.2 

7.8 

11.1 

8.5 

7.5 

0.0 

2.1 

10.0 

14.2 

11.9 

5.2 

4.2 

10.3 

9.2 

7.7 

11.9 

18.5 

2.1 

2.0 

6.6 

4.0 

15.5 

24.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

利用したことがある

利用したことはないが、今後は利用するつもりだ

利用する必要がない

利用するつもりはない

利用したくても利用できない

不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問 19．「育児・介護休業制度」を利⽤したことがありますか。また、利⽤したいと思いますか。 

（１つだけ○） 

「育児・介護休業制度」の利用の有無についてみると、「利用する必要がない」が 39.6％と最も高く、

次いで「利用したことはないが、今後は利用するつもりだ」が 26.8％、「利用したことがある」が 9.9％

となっています。 

前回と比較すると、「利用したことがある」が 3.6 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「利用する必要がない」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～30 歳代は「利用したことはないが、今後は利用するつもりだ」、40 歳以上は

「利用する必要がない」が最も高くなっています。 
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34.2 

42.1 

34.2 

21.1 

13.2 

18.4 

39.5 

26.3 

0.0 

12.5 

33.3 

27.1 

16.7 

18.8 

4.2 

47.9 

27.1 

2.1 

0% 20% 40% 60%

自分の仕事が多忙になるから

同僚に迷惑がかかるから

利用しにくい雰囲気があるから

上司がいい顔をしないから

審査や手続きが面倒だから

業務評価に影響するから

職場に制度が整っていないから

その他

不明・無回答

男性（N＝38）

女性（N＝48）

22.1 

37.2 

30.2 

18.6 

16.3 

10.5 

44.2 

26.7 

1.2 

19.1 

39.1 

35.5 

18.2 

9.1 

13.6 

42.7 

27.3 

0% 20% 40% 60%

自分の仕事が多忙になるから

同僚に迷惑がかかるから

利用しにくい雰囲気があるから

上司がいい顔をしないから

審査や手続きが面倒だから

業務評価に影響するから

職場に制度が整っていないから

その他

不明・無回答

今回（N＝86）

前回（N＝110）

【問 19で「利⽤するつもりはない」または「利⽤したくても利⽤できない」とお答えの⽅のみ】 

問 19-１．「育児・介護休業制度」を利⽤しない、できない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「育児・介護休業制度」を利用しない、利用できない理由についてみると、「職場に制度が整っていな

いから」が 44.2％と最も高く、次いで「同僚に迷惑がかかるから」が 37.2％、「利用しにくい雰囲気が

あるから」が 30.2％となっています。 

前回と比較すると、「利用しにくい雰囲気があるから」が 5.3 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「同僚に迷惑がかかるから」、女性は「職場に制度が整っていないから」が高く

なっています。また、男性の方が「自分の仕事が多忙になるから」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

経年 性別 
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22.2 

16.2 

27.5 

19.2 

29.6 

39.6 

24.0 

29.2 

24.8 

14.8 

12.5 

34.0 

30.1 

35.6 

33.4 

25.9 

25.0 

33.0 

32.1 

32.7 

38.7 

39.6 

41.2 

51.8 

34.4 

44.6 

44.4 

35.4 

43.0 

36.8 

38.6 

43.2 

42.7 

2.7 

1.9 

2.4 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

4.0 

3.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

内容を知っている 聞いたことはある わからない 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問 20．あなたは、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を知っていますか。（１つだけ○） 

ワーク・ライフ・バランスの認知度についてみると、「わからない」が 41.2％と最も高く、次いで「聞

いたことはある」が 34.0％、「内容を知っている」が 22.2％となっています。 

前回と比較すると、「わからない」が 10.6 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「聞いたことはある」、女性は「わからない」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代と 30 歳以上は「わからない」、20 歳代は「内容を知っている」が最も高く

なっています。 
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3.2 

14.2 

4.5 

28.3 

0.8 

8.5 

33.6 

6.9 

1.3 

19.4 

3.6 

19.4 

2.3 

11.7 

31.9 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事優先

家庭生活優先

地域･個人の生活優先

仕事と家庭生活優先

仕事と

地域･個人の生活優先

家庭生活と

地域･個人の生活優先

仕事、家庭生活、

地域･個人の生活を両立

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

2.0 

17.2 

4.1 

23.2 

1.9 

10.3 

32.2 

9.1 

2.1 

22.0 

4.0 

24.3 

2.9 

11.4 

23.2 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事優先

家庭生活優先

地域･個人の生活優先

仕事と家庭生活優先

仕事と

地域･個人の生活優先

家庭生活と

地域･個人の生活優先

仕事、家庭生活、

地域･個人の生活を両立

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

問 21．「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活（地域活動・趣味・付き合い等）」について、あなたの

「①希望」と「②現実」をお答えください。 

（①希望と②現実のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

※現在仕事に就いていない方は、家事、プライベートの時間について回答 

①希望 

希望の優先度についてみると、「仕事、家庭生活、地域･個人の生活を両立」が 32.2％と最も高く、次

いで「仕事と家庭生活優先」が 23.2％、「家庭生活優先」が 17.2％となっています。 

前回と比較すると、「仕事、家庭生活、地域･個人の生活を両立」が 9.0 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「仕事と家庭生活優先」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「仕事、家庭生活、地域･個人の生活を両立」が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

経年 性別 
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仕

事

優

先

家

庭

生

活

優

先

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

優

先

仕

事

と

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

家

庭

生

活

と

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

仕

事、
家

庭

生

活、

地

域

･

個

人

の

生

活

を

両

立

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 0.0 18.5 14.8 11.1 3.7 3.7 44.4 3.7

20歳代（N＝48） 0.0 22.9 8.3 22.9 0.0 8.3 33.3 4.2

30歳代（N＝100） 1.0 14.0 5.0 30.0 1.0 7.0 40.0 2.0

40歳代（N＝106） 0.9 17.9 0.9 32.1 0.9 8.5 33.0 5.7

50歳代（N＝101） 2.0 12.9 2.0 26.7 3.0 3.0 41.6 8.9

60歳代（N＝155） 2.6 23.2 5.8 17.4 0.6 14.8 24.5 11.0

70歳以上（N＝96） 5.2 12.5 1.0 13.5 4.2 19.8 24.0 19.8

 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 
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36.8 

10.5 

3.6 

23.9 

3.2 

9.7 

5.3 

6.9 

20.2 

29.3 

2.6 

22.5 

3.4 

6.5 

4.4 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事優先

家庭生活優先

地域･個人の生活優先

仕事と家庭生活優先

仕事と

地域･個人の生活優先

家庭生活と

地域･個人の生活優先

仕事、家庭生活、

地域･個人の生活を両立

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

26.6 

21.8 

3.1 

23.0 

3.4 

7.8 

4.7 

9.5 

27.3 

25.6 

2.9 

22.0 

2.9 

5.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事優先

家庭生活優先

地域･個人の生活優先

仕事と家庭生活優先

仕事と

地域･個人の生活優先

家庭生活と

地域･個人の生活優先

仕事、家庭生活、

地域･個人の生活を両立

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

仕

事

優

先

家

庭

生

活

優

先

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

仕

事

と

家

庭

生

活

優

先

仕

事

と

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

家

庭

生

活

と

地

域

･

個

人

の

生

活

優

先

仕

事、

家

庭

生

活、

地

域

･

個

人

の

生

活

を

両

立

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 25.9 14.8 7.4 18.5 3.7 11.1 3.7 14.8

20歳代（N＝48） 43.8 14.6 2.1 20.8 6.3 2.1 8.3 2.1

30歳代（N＝100） 31.0 17.0 3.0 34.0 7.0 1.0 5.0 2.0

40歳代（N＝106） 38.7 17.9 0.9 24.5 1.9 2.8 5.7 7.5

50歳代（N＝101） 26.7 18.8 4.0 30.7 3.0 3.0 5.0 8.9

60歳代（N＝155） 17.4 30.3 3.9 18.1 1.3 13.5 4.5 11.0

70歳以上（N＝96） 15.6 27.1 3.1 12.5 3.1 17.7 2.1 18.8

②現実 

現実の優先度についてみると、「仕事優先」が 26.6％と最も高く、次いで「仕事と家庭生活優先」が

23.0％、「家庭生活優先」が 21.8％となっています。 

前回と比較すると、「家庭生活優先」が 3.8 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「仕事優先」、女性は「家庭生活優先」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～20 歳代と 40 歳代は「仕事優先」、30 歳代と 50 歳代は「仕事と家庭生活優先」、

60 歳以上は「家庭生活優先」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

経年 性別 

年齢別 



48 

25.5 

41.3 

25.9 

10.9 

31.2 

10.9 

33.2 

29.6 

15.8 

12.1 

16.6 

4.5 

5.7 

26.9 

35.0 

29.5 

19.2 

41.5 

9.3 

29.8 

28.0 

13.2 

13.0 

15.0 

2.8 

5.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

残業や休日出勤がないこと

フレックスタイム制や在宅

勤務等、柔軟な働き方が

できること

育児休暇・介護休暇が取れること

子育て期に短時間勤務が

できること

子どもが病気のときや

学校行事のときに休みが

とれること

事業所内保育所が

設置されていること

上司に理解があること

職場の同僚に理解があること

仕事にやりがいがあること

先輩や上司に

お手本となる人がいること

復職を支援する制度があること

（情報提供、技能訓練、

学習支援等）

その他

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

26.6 

37.1 

28.0 

15.8 

37.2 

10.0 

31.1 

28.8 

14.2 

12.7 

15.6 

3.6 

5.3 

30.4 

34.9 

33.0 

22.5 

35.9 

9.0 

32.5 

22.7 

16.9 

10.9 

15.8 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

残業や休日出勤がないこと

フレックスタイム制や在宅

勤務等、柔軟な働き方が

できること

育児休暇・介護休暇が取れること

子育て期に短時間勤務が

できること

子どもが病気のときや

学校行事のときに休みが

とれること

事業所内保育所が

設置されていること

上司に理解があること

職場の同僚に理解があること

仕事にやりがいがあること

先輩や上司に

お手本となる人がいること

復職を支援する制度があること

（情報提供、技能訓練、

学習支援等）

その他

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 22．仕事と⽣活の調和がとれた暮らしのために、職場の環境や制度として、今後、どのようなことが

必要だと思いますか。（３つまで○）  

仕事と生活の調和がとれた暮らしのために必要なことについてみると、「子どもが病気のときや学校

行事のときに休みがとれること」が 37.2％と最も高く、次いで「フレックスタイム制や在宅勤務等、柔

軟な働き方ができること」が 37.1％、「上司に理解があること」が 31.1％となっています。 

前回と比較すると、「子育て期に短時間勤務ができること」が 6.7 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「フレックスタイム制や在宅勤務等、柔軟な働き方ができること」、女性は「子

どもが病気のときや学校行事のときに休みがとれること」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代は「残業や休日出勤がないこと」、「子どもが病気のときや学校行事のときに

休みがとれること」、20 歳代と 50 歳代は「フレックスタイム制や在宅勤務等、柔軟な働き方ができる

こと」、30 歳代と 70 歳以上は「子どもが病気のときや学校行事のときに休みがとれること」、60 歳代

は「フレックスタイム制や在宅勤務等、柔軟な働き方ができること」、「子どもが病気のときや学校行事

のときに休みがとれること」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 
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残

業

や

休

日

出

勤

が

な

い

こ

と

フ

レッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

や

在

宅

勤

務

等、

柔

軟

な

働

き

方

が

で

き

る

こ

と

育

児

休

暇

・

介

護

休

暇

が

取

れ

る

こ

と

子

育

て

期

に

短

時

間

勤

務

が

で

き

る

こ

と

子

ど

も

が

病

気

の

と

き

や

学

校

行

事

の

と

き

に

休

み

が

と

れ

る

こ

と

事

業

所

内

保

育

所

が

設

置

さ

れ

て

い

る

こ

と

上

司

に

理

解

が

あ

る

こ

と

10歳代（N＝27） 48.1 22.2 29.6 11.1 48.1 3.7 33.3

20歳代（N＝48） 41.7 47.9 22.9 16.7 31.3 8.3 39.6

30歳代（N＝100） 26.0 36.0 29.0 20.0 41.0 11.0 40.0

40歳代（N＝106） 36.8 33.0 21.7 15.1 35.8 7.5 33.0

50歳代（N＝101） 28.7 37.6 19.8 12.9 27.7 7.9 29.7

60歳代（N＝155） 18.7 42.6 37.4 17.4 42.6 12.3 24.5

70歳以上（N＝96） 12.5 33.3 30.2 14.6 36.5 12.5 27.1

職

場

の

同

僚

に

理

解

が

あ

る

こ

と

仕

事

に

や

り

が

い

が

あ

る

こ

と

先

輩

や

上

司

に

お

手

本

と

な

る

人

が

い

る

こ

と

復

職

を

支

援

す

る

制

度

が

あ

る

こ

と

（

情

報

提

供、

技

能

訓

練、

学

習

支

援

等）

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 22.2 11.1 25.9 11.1 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 35.4 8.3 18.8 8.3 4.2 0.0

30歳代（N＝100） 34.0 8.0 18.0 13.0 6.0 0.0

40歳代（N＝106） 34.0 17.9 16.0 14.2 4.7 2.8

50歳代（N＝101） 28.7 22.8 10.9 12.9 4.0 5.0

60歳代（N＝155） 21.3 11.6 6.5 20.6 1.3 8.4

70歳以上（N＝96） 26.0 15.6 8.3 20.8 2.1 12.5

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 
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※前回の「不明・無回答」については記載なし 

 

６．男⼥間の暴⼒等の問題について 

 

問 23．セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）が問題になっていますが、経験したり、⾒聞きしたこと

がありますか。（あてはまるものすべてに○）※同性同士や男性が受けるものも含みます。 

セクシュアル・ハラスメントを経験したり、見聞きしたことがあるかについてみると、「テレビや新聞

等で問題になっていることは知っている」が 72.5％と最も高く、次いで「身近にセクハラを受けたこと

がある人を知っている」が 19.1％、「自分自身がセクハラを受けたことがある」が 10.5％となっていま

す。 

前回と比較すると、「テレビや新聞等で問題になっていることは知っている」が 3.4 ポイント低くなっ

ています。 

性別でみると、女性の方が「自分自身がセクハラを受けたことがある」が高くなっています。 

年齢別でみると、「自分自身がセクハラを受けたことがある」が 40 歳代で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 

3.6 

3.2 

20.6 

72.9 

8.9 

0.4 

2.8 

14.5 

1.0 

17.9 

72.0 

5.4 

0.5 

3.1 

2.2 

2.7 

0.9 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身がセクハラを

受けたことがある

自分自身がセクハラと思える

行為を相手にしたことがある

身近にセクハラを受けたことが

ある人を知っている

テレビや新聞等で問題に

なっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

10.5 

1.9 

19.1 

72.5 

6.9 

0.5 

3.0 

10.1 

1.0 

16.9 

75.9 

6.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身がセクハラを

受けたことがある

自分自身がセクハラと思える

行為を相手にしたことがある

身近にセクハラを受けたことが

ある人を知っている

テレビや新聞等で問題に

なっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）
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自

分

自

身

が

セ

ク

ハ

ラ

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

自

分

自

身

が

セ

ク

ハ

ラ

と

思

え

る

行

為

を

相

手

に

し

た

こ

と

が

あ

る

身

近

に

セ

ク

ハ

ラ

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

を

知っ

て

い

る

テ

レ

ビ

や

新

聞

等

で

問

題

に

なっ

て

い

る

こ

と

は

知っ

て

い

る

見

聞

き

し

た

こ

と

は

な

い

そ

う

い

う

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

が

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 11.1 0.0 3.7 77.8 7.4 0.0 3.7

20歳代（N＝48） 12.5 2.1 33.3 60.4 6.3 0.0 0.0

30歳代（N＝100） 10.0 1.0 27.0 64.0 7.0 0.0 0.0

40歳代（N＝106） 20.8 1.9 18.9 67.9 5.7 0.0 1.9

50歳代（N＝101） 11.9 5.0 18.8 73.3 4.0 0.0 3.0

60歳代（N＝155） 5.2 1.9 18.7 78.7 7.1 0.6 5.2

70歳以上（N＝96） 4.2 0.0 8.3 79.2 11.5 1.0 5.2

 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢別 
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11.3 

6.1 

12.6 

5.7 

4.0 

12.1 

2.8 

9.7 

58.3 

5.7 

11.3 

12.7 

6.2 

15.3 

10.6 

4.4 

16.1 

3.1 

14.5 

51.8 

4.9 

10.1 

0% 20% 40% 60% 80%

妊娠・出産がきっかけで、

雇用形態を変更される

（正社員→契約社員等）

妊娠・出産がきっかけで、

給料を減らされる

妊娠・出産がきっかけで、

望まない異動をさせられる

妊娠中や産休明け等に、

嫌がらせをされる

妊娠中・産休明けに

残業や重労働等を強いられる

妊娠・出産がきっかけで、

解雇や契約打ち切り、

自主退職への誘導等をされる

妊娠を相談できる職場でない

妊娠中や産休明け等に、

心無い発言をされる

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

12.2 

6.3 

14.4 

8.8 

4.2 

14.7 

3.1 

12.7 

54.3 

5.3 

10.5 

10.3 

4.5 

11.9 

8.4 

2.4 

14.8 

4.2 

10.1 

53.5 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

妊娠・出産がきっかけで、

雇用形態を変更される

（正社員→契約社員等）

妊娠・出産がきっかけで、

給料を減らされる

妊娠・出産がきっかけで、

望まない異動をさせられる

妊娠中や産休明け等に、

嫌がらせをされる

妊娠中・産休明けに

残業や重労働等を強いられる

妊娠・出産がきっかけで、

解雇や契約打ち切り、

自主退職への誘導等をされる

妊娠を相談できる職場でない

妊娠中や産休明け等に、

心無い発言をされる

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 24．マタニティ・ハラスメント（マタハラ）が問題になっていますが、経験したり、⾒聞きしたこと

がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

マタニティ・ハラスメントを経験したり、見聞きしたことがあるかについてみると、「見聞きしたこと

はない」が 54.3％と最も高く、次いで「妊娠・出産がきっかけで、解雇や契約打ち切り、自主退職への

誘導等をされる（出産告知後・産休中・産休明け 1 年以内）」が 14.7％、「妊娠・出産がきっかけで、望

まない異動をさせられる」が 14.4％となっています。 

前回と比較すると、「妊娠・出産がきっかけで、望まない異動をさせられる」が 2.5 ポイント高くなっ

ています。 

性別でみると、女性の方がマタハラを経験した割合が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「見聞きしたことはない」が最も高くなっています。 
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妊

娠

・

出

産

が

きっ

か

け

で、

雇

用

形

態

を

変

更

さ

れ

る

（

正

社

員↓

契

約

社

員

等）

妊

娠

・

出

産

が

きっ

か

け

で、

給

料

を

減

ら

さ

れ

る

妊

娠

・

出

産

が

きっ

か

け

で、

望

ま

な

い

異

動

を

さ

せ

ら

れ

る

妊

娠

中

や

産

休

明

け

等

に、

嫌

が

ら

せ

を

さ

れ

る

妊

娠

中

・

産

休

明

け

に

残

業

や

重

労

働

等

を

強

い

ら

れ

る

妊

娠

・

出

産

が

きっ

か

け

で、

解

雇

や

契

約

打

ち

切

り、

自

主

退

職

へ

の

誘

導

等

を

さ

れ

る

妊

娠

を

相

談

で

き

る

職

場

で

な

い

10歳代（N＝27） 22.2 18.5 18.5 18.5 3.7 22.2 0.0

20歳代（N＝48） 16.7 10.4 12.5 25.0 4.2 20.8 4.2

30歳代（N＝100） 15.0 9.0 15.0 4.0 8.0 15.0 5.0

40歳代（N＝106） 13.2 7.5 21.7 12.3 6.6 18.9 5.7

50歳代（N＝101） 7.9 2.0 10.9 5.0 4.0 12.9 5.0

60歳代（N＝155） 11.0 5.8 11.6 7.7 3.2 12.3 0.6

70歳以上（N＝96） 9.4 1.0 12.5 4.2 0.0 9.4 0.0

妊

娠

中

や

産

休

明

け

等

に、
心

無

い

発

言

を

さ

れ

る

見

聞

き

し

た

こ

と

は

な

い

そ

う

い

う

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

が

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 25.9 59.3 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 14.6 56.3 2.1 6.3

30歳代（N＝100） 17.0 51.0 4.0 5.0

40歳代（N＝106） 21.7 47.2 5.7 8.5

50歳代（N＝101） 7.9 62.4 4.0 6.9

60歳代（N＝155） 10.3 56.1 5.8 14.8

70歳以上（N＝96） 2.1 53.1 7.3 19.8

 

 

単位：％ 
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33.0 

31.7 

6.5 

50.0 

14.8 

29.2 

35.0 

43.4 

42.6 

30.3 

21.9 

60.1 

62.7 

83.4 

45.1 

81.5 

68.8 

62.0 

53.8 

53.5 

59.4 

62.5 

6.9 

5.6 

10.1 

4.9 

3.7 

2.1 

3.0 

2.8 

4.0 

10.3 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

あった なかった 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

問 25．あなたはこれまでに配偶者や恋人以外の人から、次のような性的な被害にあったことがありま

すか。（①〜③のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

①痴漢にあった（体をさわられた）こと 

痴漢にあったことがあるかについてみると、「あった」が 33.0％、「なかった」が 60.1％となっていま

す。 

前回と比較すると、「なかった」が 2.6 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「なかった」が高い一方で、女性は「あった」が高くなっています。 

年齢別でみると、「あった」が 40～50 歳代で４割台となっています。 
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2.7 

1.6 

1.6 

3.4 

3.7 

4.2 

6.0 

2.8 

3.0 

1.3 

0.0 

87.0 

88.6 

86.6 

87.0 

88.9 

89.6 

90.0 

90.6 

89.1 

85.8 

78.1 

10.3 

9.8 

11.7 

9.6 

7.4 

6.3 

4.0 

6.6 

7.9 

12.9 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

あった なかった 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

②盗撮されたこと 

盗撮されたことがあるかについてみると、「あった」が 2.7％、「なかった」が 87.0％となっています。 

前回と比較すると、「なかった」が 1.6 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男女ともに「なかった」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「なかった」が最も高くなっています。 
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8.0 

6.9 

4.0 

10.6 

7.4 

8.3 

9.0 

11.3 

10.9 

5.8 

4.2 

82.5 

83.8 

85.0 

80.6 

85.2 

85.4 

88.0 

81.1 

82.2 

81.9 

77.1 

9.5 

9.3 

10.9 

8.8 

7.4 

6.3 

3.0 

7.5 

6.9 

12.3 

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝639）

前回

（N＝622）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

あった なかった 不明・無回答

経
年

性
別

年
齢

別

③ストーカー被害を受けた（つきまとい等をされた）こと 

ストーカー被害を受けたことがあるかについてみると、「あった」が 8.0％、「なかった」が 82.5％と

なっています。 

前回と比較すると、「なかった」が 1.3 ポイント低くなっています。 

性別でみると、女性の方が「あった」が高くなっています。 

年齢別でみると、「あった」が 40～50 歳代で１割台となっています。 
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7.7 

6.5 

12.6 

65.2 

17.8 

0.4 

6.5 

14.0 

1.0 

18.4 

72.8 

10.9 

1.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身が身体的・心理的な

暴力を受けたことがある

自分自身が身体的・心理的な

暴力と思える行為を相手に

したことがある

身近に身体的・心理的な

暴力を受けたことがある人を

知っている

テレビや新聞等で問題に

なっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は

聞いたことがない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

11.4 

3.1 

16.3 

69.8 

13.8 

0.9 

4.4 

11.4 

2.3 

15.9 

76.8 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80%

自分自身が身体的・心理的な

暴力を受けたことがある

自分自身が身体的・心理的な

暴力と思える行為を相手に

したことがある

身近に身体的・心理的な

暴力を受けたことがある人を

知っている

テレビや新聞等で問題に

なっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は

聞いたことがない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「そういう言葉は聞いたことがない」、「不明・無回答」については記載なし 

問 26．配偶者や恋⼈等から受ける⾝体的・⼼理的な暴⼒（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））が

問題となっていますが、経験したり、⾒聞きしたことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

ドメスティック・バイオレンスを経験したり、見聞きしたことがあるかについてみると、「テレビや新

聞等で問題になっていることは知っている」が 69.8％と最も高く、次いで「身近に身体的・心理的な暴

力を受けたことがある人を知っている」が 16.3％、「見聞きしたことはない」が 13.8％となっています。 

前回と比較すると、「テレビや新聞等で問題になっていることは知っている」が 7.0 ポイント低くなっ

ています。 

性別でみると、男性の方が「見聞きしたことはない」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「テレビや新聞等で問題になっていることは知っている」が最も高

くなっています。 
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自

分

自

身

が

身

体

的

・

心

理

的

な

暴

力

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

自

分

自

身

が

身

体

的

・

心

理

的

な

暴

力

と

思

え

る

行

為

を

相

手

に

し

た

こ

と

が

あ

る

身

近

に

身

体

的

・

心

理

的

な

暴

力

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

を

知っ

て

い

る

テ

レ

ビ

や

新

聞

等

で

問

題

に

なっ

て

い

る

こ

と

は

知っ

て

い

る

見

聞

き

し

た

こ

と

は

な

い

そ

う

い

う

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

が

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 3.7 0.0 14.8 63.0 22.2 0.0 3.7

20歳代（N＝48） 4.2 0.0 14.6 75.0 12.5 0.0 2.1

30歳代（N＝100） 8.0 3.0 18.0 64.0 19.0 0.0 2.0

40歳代（N＝106） 20.8 5.7 17.0 61.3 12.3 2.8 2.8

50歳代（N＝101） 20.8 5.9 21.8 71.3 8.9 0.0 4.0

60歳代（N＝155） 7.7 2.6 16.1 72.9 11.6 0.6 7.7

70歳以上（N＝96） 7.3 1.0 8.3 78.1 16.7 2.1 4.2

 

単位：％ 
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問 27．あなたはこれまでに配偶者や恋人等から、次にあげるようなことをされたことがありますか。

（①〜⑦のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

配偶者や恋人等から、次にあげるようなことをされたことがあるかについてみると、「あった」が[④大

声で怒鳴られた]で 19.9％と最も高く、次いで[③｢だれのおかげで生活できるんだ｣や｢かいしょうなし｣

と言われた]で 9.4％、[⑤何を言っても無視され続けた]で 6.7％となっています。 

性別でみると、[⑤何を言っても無視され続けた]以外のすべての項目で、女性の方が「あった」が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体 

1.4

4.5

9.4

19.9

6.7

3.6

4.2

90.6

87.6

83.1

73.1

84.7

88.3

87.9

8.0

7.8

7.5

7.0

8.6

8.1

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 医師の治療が必要となる暴力を受けた

② 医師の治療が必要ではない程度の

暴力を受けた

③ ｢だれのおかげで生活できるんだ｣

や｢かいしょうなし｣と言われた

④ 大声で怒鳴られた

⑤ 何を言っても無視され続けた

⑥ 交友関係やメール、電話、郵便物を

細かく監視された

⑦ 生活費を渡さないなど、経済的に

押さえつけられた

全体（N＝639）

あった なかった 不明・無回答
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0.4

2.0

5.7

12.1

6.9

2.8

1.2

90.3

88.7

85.0

78.5

82.6

87.4

89.1

9.3

9.3

9.3

9.3

10.5

9.7

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 医師の治療が必要となる暴力を受けた

② 医師の治療が必要ではない程度の

暴力を受けた

③ ｢だれのおかげで生活できるんだ｣

や｢かいしょうなし｣と言われた

④ 大声で怒鳴られた

⑤ 何を言っても無視され続けた

⑥ 交友関係やメール、電話、郵便物を

細かく監視された

⑦ 生活費を渡さないなど、経済的に

押さえつけられた

男性（N＝247）

2.1

6.2

11.7

24.9

6.7

4.1

6.2

90.7

86.8

81.9

69.4

85.8

88.6

87.0

7.3

7.0

6.5

5.7

7.5

7.3

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 医師の治療が必要となる暴力を受けた

② 医師の治療が必要ではない程度の

暴力を受けた

③ ｢だれのおかげで生活できるんだ｣

や｢かいしょうなし｣と言われた

④ 大声で怒鳴られた

⑤ 何を言っても無視され続けた

⑥ 交友関係やメール、電話、郵便物を

細かく監視された

⑦ 生活費を渡さないなど、経済的に

押さえつけられた

女性（N＝386）

あった なかった 不明・無回答

性別 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.2 

12.2 

7.3 

65.9 

2.4 

1.8 

5.4 

1.8 

0.0 

27.7 

25.0 

6.3 

53.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

警察に通報・相談した

公的機関に相談した

民間の機関に相談した

医師に相談した

家族に相談した

友人・知人に相談した

その他

だれ（どこ）にも相談しなかった

（できなかった）

不明・無回答

男性（N＝41）

女性（N＝112）

1.3 

3.9 

1.3 

0.0 

24.0 

21.4 

6.5 

56.5 

1.3 

2.3 

0.6 

1.1 

4.0 

22.6 

29.4 

6.2 

48.6 

0% 20% 40% 60% 80%

警察に通報・相談した

公的機関に相談した

民間の機関に相談した

医師に相談した

家族に相談した

友人・知人に相談した

その他

だれ（どこ）にも相談しなかった

（できなかった）

不明・無回答

今回（N＝154）

前回（N＝177）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

【問 27で①〜⑦の項目のうち１つでも「あった」とお答えの⽅のみ】 

問 28．そのとき、だれか（どこか）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

だれか（どこか）に相談したかについてみると、「だれ（どこ）にも相談しなかった（できなかった）」

が 56.5％と最も高く、次いで「家族に相談した」が 24.0％、「友人・知人に相談した」が 21.4％となっ

ています。 

前回と比較すると、「だれ（どこ）にも相談しなかった（できなかった）」が 7.9 ポイント高くなって

います。 

性別でみると、男性の方が「だれ（どこ）にも相談しなかった（できなかった）」が高くなっています。 

年齢別でみると、30 歳以上は「だれ（どこ）にも相談しなかった（できなかった）」が最も高くなっ

ています。 
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警

察

に

通

報

・

相

談

し

た

公

的

機

関

に

相

談

し

た

民

間

の

機

関

に

相

談

し

た

医

師

に

相

談

し

た

家

族

に

相

談

し

た

友

人

・

知

人

に

相

談

し

た

そ

の

他

10歳代（N＝1） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N＝7） 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3 14.3

30歳代（N＝19） 0.0 0.0 0.0 0.0 21.1 21.1 10.5

40歳代（N＝36） 2.8 8.3 0.0 0.0 25.0 27.8 5.6

50歳代（N＝44） 2.3 2.3 2.3 0.0 25.0 29.5 2.3

60歳代（N＝28） 0.0 3.6 3.6 0.0 10.7 7.1 7.1

70歳以上（N＝17） 0.0 5.9 0.0 0.0 29.4 17.6 11.8

だ

れ（

ど

こ）

に

も

相

談

し

な

かっ
た

（

で

き

な

かっ
た）

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝1） 100.0 0.0

20歳代（N＝7） 42.9 0.0

30歳代（N＝19） 63.2 0.0

40歳代（N＝36） 52.8 0.0

50歳代（N＝44） 56.8 0.0

60歳代（N＝28） 67.9 3.6

70歳以上（N＝17） 47.1 5.9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

年齢別 



63 

7.4 

7.4 

25.9 

0.0 

44.4 

0.0 

33.3 

48.1 

7.4 

7.4 

7.4 

0.0 

6.7 

3.3 

40.0 

3.3 

43.3 

8.3 

23.3 

48.3 

0.0 

6.7 

6.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

どこに相談してよいか

わからなかったから

恥ずかしかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると仕返しを

されると思ったから

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

そのことについて思い出したく

なかったから

自分にも悪いところがあると

思ったから

相談するほどのことではないと

思ったから

相手の行為は愛情表現だと

思ったから

相談することで自分が傷つきたく

なかったから

その他

不明・無回答

男性（N＝27）

女性（N＝60）

6.9 

4.6 

35.6 

2.3 

43.7 

5.7 

26.4 

48.3 

2.3 

6.9 

6.9 

0.0 

11.5 

5.7 

34.5 

1.1 

33.3 

4.6 

35.6 

46.0 

4.6 

3.4 

3.4 

0% 20% 40% 60%

どこに相談してよいか

わからなかったから

恥ずかしかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると仕返しを

されると思ったから

自分さえ我慢すれば、何とか

やっていけると思ったから

そのことについて思い出したく

なかったから

自分にも悪いところがあると

思ったから

相談するほどのことではないと

思ったから

相手の行為は愛情表現だと

思ったから

相談することで自分が傷つきたく

なかったから

その他

不明・無回答

今回（N＝87）

前回（N＝87）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

【問 28 で「だれ（どこ）にも相談しなかった（できなかった）」とお答えの方のみ】 

問 28-１．だれ（どこ）にも相談しなかった、できなかった理由は何ですか。（３つまで○） 

だれ（どこ）にも相談しなかった、できなかった理由についてみると、「相談するほどのことではない

と思ったから」が 48.3％と最も高く、次いで「自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから」

が 43.7％、「相談しても無駄だと思ったから」が 35.6％となっています。 

前回と比較すると、「自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから」が 10.4 ポイント高く

なっています。 

性別でみると、男性の方が「自分にも悪いところがあると思ったから」が高く、女性の方が「相談し

ても無駄だと思ったから」が高くなっています。 

年齢別でみると、30 歳代と 50～60 歳代は「相談するほどのことではないと思ったから」、40 歳代は

「相談しても無駄だと思ったから」、「自分さえ我慢すれば、何とかやっていけると思ったから」が最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 



64 

ど

こ

に

相

談

し

て

よ

い

か

わ

か

ら

な

かっ

た

か

ら

恥

ず

か

し

かっ

た

か

ら

相

談

し

て

も

無

駄

だ

と

思っ

た

か

ら

相

談

し

た

こ

と

が

わ

か

る

と

仕

返

し

を

さ

れ

る

と

思っ

た

か

ら

自

分

さ

え

我

慢

す

れ

ば、

何

と

か

やっ

て

い

け

る

と

思っ

た

か

ら

そ

の

こ

と

に

つ

い

て

思

い

出

し

た

く

な

かっ
た

か

ら

自

分

に

も

悪

い

と

こ

ろ

が

あ

る

と

思っ

た

か

ら

10歳代（N＝1） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代（N＝3） 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代（N＝12） 8.3 0.0 41.7 0.0 25.0 8.3 41.7

40歳代（N＝19） 0.0 0.0 52.6 5.3 52.6 10.5 36.8

50歳代（N＝25） 16.0 8.0 36.0 4.0 44.0 4.0 20.0

60歳代（N＝19） 0.0 5.3 15.8 0.0 36.8 5.3 21.1

70歳以上（N＝8） 0.0 12.5 37.5 0.0 87.5 0.0 25.0

相

談

す

る

ほ

ど

の

こ

と

で

は

な

い

と

思っ
た

か

ら

相

手

の

行

為

は

愛

情

表

現

だ

と

思っ

た

か

ら

相

談

す

る

こ

と

で

自

分

が

傷

つ

き

た

く

な

かっ

た

か

ら

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝1） 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

20歳代（N＝3） 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代（N＝12） 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0

40歳代（N＝19） 36.8 0.0 5.3 5.3 0.0

50歳代（N＝25） 48.0 8.0 4.0 0.0 0.0

60歳代（N＝19） 52.6 0.0 5.3 21.1 0.0

70歳以上（N＝8） 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0
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※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 29．あなたは、次の相談機関や相談窓口をご存知ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談機関や相談窓口の認知度についてみると、「いずれも知らない」が 44.6％と最も高く、次いで「八

幡市人権相談」が 33.0％、「八幡市弁護士相談」が 27.9％となっています。 

前回と比較すると、「京都府家庭支援総合センター」が 4.5 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男性の方が「いずれも知らない」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～50 歳代は「いずれも知らない」、60 歳代は「八幡市弁護士相談」、「八幡市人権

相談」、70 歳以上は「八幡市人権相談」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 

10.5 

26.7 

19.8 

32.4 

9.7 

9.3 

6.5 

5.3 

2.8 

7.3 

50.2 

2.8 

14.2 

28.2 

19.2 

32.9 

9.1 

4.7 

5.4 

8.5 

4.7 

9.8 

41.2 

3.4 

0% 20% 40% 60%

八幡市女性相談

八幡市弁護士相談

八幡市家庭児童相談室

八幡市人権相談

京都府家庭支援総合センター

京都府南部家庭支援センター

（宇治児童相談所）

京都府男女共同参画センター

（らら京都）

ＤＶサポートライン

（京都府家庭支援総合センター）

女性のための法律相談

（らら京都）

レディース110番・レディース相談

（京都府警察）

いずれも知らない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

13.1 

27.9 

19.9 

33.0 

9.5 

6.7 

5.8 

7.2 

3.9 

8.8 

44.6 

3.1 

14.5 

28.0 

23.3 

30.5 

5.0 

6.3 

4.8 

5.3 

3.5 

7.6 

46.1 

0% 20% 40% 60%

八幡市女性相談

八幡市弁護士相談

八幡市家庭児童相談室

八幡市人権相談

京都府家庭支援総合センター

京都府南部家庭支援センター

（宇治児童相談所）

京都府男女共同参画センター

（らら京都）

ＤＶサポートライン

（京都府家庭支援総合センター）

女性のための法律相談

（らら京都）

レディース110番・レディース相談

（京都府警察）

いずれも知らない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）
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八

幡

市

女

性

相

談

八

幡

市

弁

護

士

相

談

八

幡

市

家

庭

児

童

相

談

室

八

幡

市

人

権

相

談

京

都

府

家

庭

支

援

総

合

セ

ン

ター

京

都

府

南

部

家

庭

支

援

セ

ン

ター

（

宇

治

児

童

相

談

所）

京

都

府

男

女

共

同

参

画

セ

ン

ター
（

ら

ら

京

都）

10歳代（N＝27） 7.4 7.4 18.5 11.1 11.1 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 10.4 6.3 18.8 18.8 14.6 6.3 6.3

30歳代（N＝100） 9.0 13.0 25.0 18.0 11.0 6.0 3.0

40歳代（N＝106） 15.1 22.6 23.6 29.2 9.4 8.5 9.4

50歳代（N＝101） 9.9 30.7 12.9 33.7 9.9 4.0 2.0

60歳代（N＝155） 15.5 44.5 19.4 44.5 9.7 9.7 7.7

70歳以上（N＝96） 15.6 34.4 15.6 44.8 3.1 3.1 6.3

Ｄ

Ｖ

サ

ポー

ト

ラ

イ

ン

（

京

都

府

家

庭

支

援

総

合

セ

ン

ター
）

女

性

の

た

め

の

法

律

相

談

（

ら

ら

京

都）

レ

ディ
ー

ス

1

1

0

番

・

レ

ディ
ー

ス

相

談

（

京

都

府

警

察）

（

上

記

１～

1

0

の）

い

ず

れ

も

知

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 3.7 3.7 22.2 48.1 7.4

20歳代（N＝48） 12.5 6.3 12.5 58.3 2.1

30歳代（N＝100） 6.0 2.0 11.0 57.0 1.0

40歳代（N＝106） 10.4 5.7 4.7 47.2 3.8

50歳代（N＝101） 8.9 3.0 6.9 42.6 4.0

60歳代（N＝155） 4.5 3.9 9.0 35.5 1.9

70歳以上（N＝96） 6.3 4.2 7.3 39.6 5.2

 

 

単位：％ 
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問 30．近年、配偶者間の暴⼒だけでなく、⼦どもの前で親が配偶者に暴⼒をふるう⾯前ＤＶ（⼦どもへ

の⼼理的虐待）や児童虐待と DV が複合的に発生することが問題となっています。そのような児

童虐待を防止するためには、特にどのようなことが必要だと考えますか。（３つまで○） 

ＤＶと複合的に発生する児童虐待を防止するために必要なことについてみると、「周囲の人が虐待の

疑いのある子どもを見つけたら関係機関に通告する」が 69.2％と最も高く、次いで「家庭支援総合セン

ターの権限や相談体制を強化する」が 41.9％、「行政や関係機関の連携を強化する」が 39.1％となって

います。 

性別でみると、男性の方が「虐待をした人を厳しく罰する」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「周囲の人が虐待の疑いのある子どもを見つけたら関係機関に通告

する」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

71.7 

15.0 

40.9 

39.7 

27.9 

37.7 

3.2 

3.2 

5.3 

2.4 

67.9 

18.4 

42.2 

38.9 

32.1 

26.2 

0.8 

3.9 

5.7 

2.6 

69.2 

17.1 

41.9 

39.1 

30.5 

30.8 

1.7 

3.6 

5.5 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

周囲の人が虐待の疑いのある

子どもを見つけたら関係機関に

通告する

行政が中心となり、面前ＤＶ等も

心理的虐待にあたるなど、

啓発活動を積極的に行う

家庭支援総合センターの権限や

相談体制を強化する

行政や関係機関の

連携を強化する

行政や関係機関が子育て

家庭への支援や見守りを行う

虐待をした人を厳しく罰する

家庭の責任（その家庭が責任を

もって子育てをする）なので、

特に必要なことはない

その他

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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周

囲

の

人
が

虐

待

の

疑

い

の

あ
る

子

ど

も

を
見

つ

け

た

ら

関

係

機
関

に

通

告

す

る

行

政

が

中
心

と

な

り、

面

前

Ｄ
Ｖ

等

も

心

理

的

虐
待

に

あ

た

る

な

ど、

啓

発

活

動
を

積

極

的

に

行

う

家

庭

支

援
総

合

セ

ン

ター

の

権
限

や

相

談

体

制
を

強

化

す

る

行

政

や

関
係

機

関

の

連

携

を

強
化

す

る

行

政

や

関
係

機

関

が

子

育

て

家
庭

へ

の

支

援

や

見
守

り

を

行

う

虐

待

を

し
た

人

を

厳

し

く

罰

す
る

家

庭

の

責
任（

そ

の

家

庭

が

責
任

を

もっ

て

子
育

て

を

す

る）

な

の
で、

特

に

必

要
な

こ

と

は

な

い

10歳代（N＝27） 59.3 25.9 22.2 40.7 29.6 33.3 0.0

20歳代（N＝48） 50.0 16.7 39.6 37.5 29.2 43.8 0.0

30歳代（N＝100） 64.0 19.0 46.0 36.0 29.0 36.0 1.0

40歳代（N＝106） 73.6 17.9 43.4 38.7 29.2 35.8 1.9

50歳代（N＝101） 72.3 20.8 39.6 36.6 32.7 31.7 4.0

60歳代（N＝155） 73.5 14.8 46.5 41.9 27.7 21.9 1.9

70歳以上（N＝96） 72.9 11.5 36.5 40.6 35.4 25.0 1.0

そ

の

他

わ

か

ら

な
い

不

明

・

無
回

答

10歳代（N＝27） 7.4 7.4 0.0

20歳代（N＝48） 8.3 4.2 0.0

30歳代（N＝100） 7.0 6.0 2.0

40歳代（N＝106） 3.8 3.8 2.8

50歳代（N＝101） 2.0 4.0 2.0

60歳代（N＝155） 0.0 7.1 3.2

70歳以上（N＝96） 4.2 6.3 4.2

 

単位：％ 
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問 31．児童虐待について、あなたがご存知のことは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

児童虐待について知っていることについてみると、「児童虐待を発見した者は、通告する義務がある」

が 54.3％と最も高く、次いで「児童虐待の通告は匿名でもかまわない」が 48.7％、「児童虐待を受けた

と思われる子どもを発見した者は、通告する義務がある」が 48.4％となっています。 

性別でみると、男女ともに「児童虐待を発見した者は、通告する義務がある」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代は「児童虐待を発見した者は、通告する義務がある」、「児童虐待の通告は匿

名でもかまわない」、20 歳代と 50 歳以上は「児童虐待を発見した者は、通告する義務がある」、30～40

歳代は「児童虐待の通告は匿名でもかまわない」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

54.3 

48.6 

47.8 

41.3 

13.8 

21.5 

5.3 

8.9 

23.1 

54.4 

48.2 

49.5 

40.7 

15.8 

16.6 

3.6 

7.5 

18.1 

54.3 

48.4 

48.7 

41.0 

15.0 

18.6 

4.2 

8.1 

20.2 

0% 20% 40% 60%

児童虐待を発見した者は、

通告する義務がある

児童虐待を受けたと思われる

子どもを発見した者は、

通告する義務がある

児童虐待の通告は匿名でも

かまわない

児童虐待の通告をした者の

秘密は守られる

「オレンジリボン」は、児童虐待

防止のシンボルマークである

児童虐待の通告先に

市町村役場も含まれる

毎年11月は児童虐待防止

推進月間であり、オレンジリボン

運動を実施している

児童相談所全国共通ダイヤルの

番号は１８９である

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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児

童

虐

待
を

発

見

し

た

者

は、

通

告

す

る
義

務

が

あ

る

児

童

虐

待
を

受

け

た

と

思

わ

れ
る

子

ど

も

を
発

見

し

た

者

は、

通

告

す

る
義

務

が

あ

る

児

童

虐

待
の

通

告

は

匿

名

で

も
か

ま

わ

な

い

児

童

虐

待
の

通

告

を

し

た

者

の

秘

密

は

守
ら

れ

る

「

オ

レ

ン
ジ

リ

ボ

ン」
は、

児

童

虐

待
防

止

の

シ

ン

ボ

ル

マー

ク

で

あ

る

児

童

虐

待
の

通

告

先

に

市

町

村

役
場

も

含

ま

れ

る

毎

年

 

月
は

児

童

虐

待

防

止

推
進

月

間

で

あ

り、

オ

レ

ン

ジ

リ

ボ

ン

運

動

を

実
施

し

て

い

る

10歳代（N＝27） 44.4 37.0 44.4 37.0 18.5 18.5 7.4

20歳代（N＝48） 60.4 50.0 39.6 37.5 20.8 16.7 4.2

30歳代（N＝100） 53.0 51.0 65.0 41.0 23.0 12.0 4.0

40歳代（N＝106） 57.5 53.8 60.4 49.1 15.1 17.9 0.9

50歳代（N＝101） 63.4 52.5 39.6 30.7 7.9 14.9 2.0

60歳代（N＝155） 50.3 43.9 42.6 41.9 12.9 21.9 6.5

70歳以上（N＝96） 47.9 44.8 43.8 43.8 12.5 25.0 6.3

児

童

相

談
所

全

国

共

通

ダ

イ

ヤ
ル

の

番

号

は

１
８

９

で

あ

る

不

明

・

無
回

答

10歳代（N＝27） 7.4 29.6

20歳代（N＝48） 10.4 22.9

30歳代（N＝100） 10.0 17.0

40歳代（N＝106） 2.8 12.3

50歳代（N＝101） 6.9 19.8

60歳代（N＝155） 9.0 25.8

70歳以上（N＝96） 10.4 19.8

11

 

単位：％ 

 

 

 

 

  

年齢別 



71 

55.9 

57.1 

54.9 

59.3 

66.7 

57.0 

60.4 

60.4 

49.7 

49.0 

36.3 

34.4 

37.6 

29.6 

29.2 

37.0 

31.1 

33.7 

41.3 

41.7 

5.3 

4.9 

5.7 

11.1 

4.2 

4.0 

4.7 

5.0 

5.2 

7.3 

2.5 

3.6 

1.8 

0.0 

0.0 

2.0 

3.8 

1.0 

3.9 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝639）

男性

（N＝247）

女性

（N＝386）

10歳代

（N＝27）

20歳代

（N＝48）

30歳代

（N＝100）

40歳代

（N＝106）

50歳代

（N＝101）

60歳代

（N＝155）

70歳以上

（N＝96）

知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

知らない 不明・無回答

性
別

年
齢

別

問 32．あなたは、児童買春や児童ポルノといった⼦どもに対する性的な暴⼒の被害が問題となってい

ることについて知っていますか。（１つだけ○） 

子どもに対する性的な暴力被害の認知度についてみると、「知っている」が 55.9％と最も高く、次い

で「聞いたことはあるが、よく知らない」が 36.3％、「知らない」が 5.3％となっています。 

性別でみると、男女ともに「知っている」が高くなっています。 

年齢別でみると、「知っている」が 20 歳代で最も高くなっています。 
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問 33．あなたは、⼦どもに対する性的な暴⼒の被害を防⽌するためには、特にどのようなことが必要だ

と思いますか。（３つまで○） 

子どもに対する性的な暴力被害の防止のため必要なことについてみると、「通学路や公園等における

防犯・安全対策を強化すること」が 66.0％と最も高く、次いで「子どもや保護者が困ったときに相談で

きる窓口を設けること」が 56.7％、「相談した子どもや保護者の支援体制を構築すること」が 52.3％と

なっています。 

性別でみると、男性の方が「メディアやイベント等を通じて、子ども、保護者、社会に対し、広報啓

発を行うこと」が高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代と 30～50 歳代、70 歳以上は「通学路や公園等における防犯・安全対策を

強化すること」、20 歳代と 60 歳代は「子どもや保護者が困ったときに相談できる窓口を設けること」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

63.6 

32.0 

29.6 

55.1 

54.3 

3.2 

4.0 

2.8 

67.6 

36.0 

21.8 

57.3 

50.5 

3.6 

3.4 

2.3 

66.0 

34.4 

24.6 

56.7 

52.3 

3.4 

3.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

通学路や公園等における防犯・

安全対策を強化すること

保護者や学校が、子どもに対し

教育を行うこと

メディアやイベント等を通じて、

子ども、保護者、社会に対し、

広報啓発を行うこと

子どもや保護者が困ったときに

相談できる窓口を設けること

相談した子どもや保護者の

支援体制を構築すること

その他

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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通

学

路

や

公

園

等

に

お

け

る

防

犯

・

安

全

対

策

を

強

化

す

る

こ

と

保

護

者

や

学

校

が、

子

ど

も

に

対

し

教

育

を

行

う

こ

と

メ

ディ

ア

や

イ

ベ

ン

ト

等

を

通

じ

て、

子

ど

も、

保

護

者、

社

会

に

対

し、

広

報

啓

発

を

行

う

こ

と

子

ど

も

や

保

護

者

が

困っ

た

と

き

に

相

談

で

き

る

窓

口

を

設

け

る

こ

と

相

談

し

た

子

ど

も

や

保

護

者

の

支

援

体

制

を

構

築

す

る

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 77.8 33.3 25.9 40.7 33.3 3.7 3.7 0.0

20歳代（N＝48） 62.5 27.1 10.4 64.6 50.0 6.3 6.3 0.0

30歳代（N＝100） 65.0 38.0 22.0 59.0 56.0 5.0 3.0 2.0

40歳代（N＝106） 71.7 52.8 24.5 45.3 47.2 3.8 4.7 2.8

50歳代（N＝101） 58.4 31.7 27.7 52.5 57.4 5.0 3.0 2.0

60歳代（N＝155） 60.6 24.5 28.4 63.9 55.5 1.3 4.5 4.5

70歳以上（N＝96） 75.0 33.3 25.0 58.3 49.0 2.1 1.0 2.1

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

  

年齢別 
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問 34．異性に対する暴⼒（性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、AV 出演強要問題等）や JK

ビジネスから人権を守るためには何が必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

異性に対する暴力やＪＫビジネスから人権を守るために必要なことについてみると、「犯罪の取り締

まりを強化する」が 73.9％と最も高く、次いで「法律・制度の制定や見直しをする」が 58.2％、「相談

支援体制を強化する」が 52.6％となっています。 

性別でみると、男女ともに「犯罪の取り締まりを強化する」が高くなっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「犯罪の取り締まりを強化する」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

73.3 

61.5 

52.2 

34.4 

24.3 

36.8 

25.5 

3.6 

0.0 

4.5 

3.2 

73.8 

55.4 

52.3 

38.9 

24.4 

33.4 

28.2 

3.9 

0.3 

6.5 

2.6 

73.9 

58.2 

52.6 

37.2 

24.4 

34.7 

27.2 

3.8 

0.2 

5.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

犯罪の取り締まりを強化する

法律・制度の制定や見直しをする

相談支援体制を強化する

保護施設を整備・拡充する

家庭における男女平等や

性についての教育を充実させる

学校における男女平等や

性についての教育を充実させる

テレビや出版物等のメディアに

おいて、性や暴力表現にもっと

配慮する

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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犯

罪
の

取

り
締

ま
り

を

強
化

す

る

法

律
・

制

度
の

制
定

や

見
直

し

を
す

る

相

談
支

援

体
制

を
強

化

す
る

保

護
施

設

を
整

備
・

拡

充
す

る

家

庭
に

お

け
る

男
女

平

等
や

性

に
つ

い

て
の

教
育

を

充
実

さ

せ
る

学

校
に

お

け
る

男
女

平

等
や

性

に
つ

い

て
の

教
育

を

充
実

さ

せ
る

テ

レ
ビ

や

出
版

物
等

の

メ
ディ

ア
に

お

い
て、

性
や

暴
力

表

現
に

もっ

と

配

慮
す

る

10歳代（N＝27） 77.8 59.3 48.1 22.2 11.1 40.7 22.2

20歳代（N＝48） 58.3 43.8 43.8 31.3 18.8 31.3 6.3

30歳代（N＝100） 66.0 59.0 48.0 40.0 34.0 39.0 20.0

40歳代（N＝106） 82.1 62.3 45.3 37.7 22.6 36.8 26.4

50歳代（N＝101） 72.3 55.4 53.5 38.6 23.8 27.7 25.7

60歳代（N＝155） 72.9 59.4 60.0 40.6 23.2 31.6 34.8

70歳以上（N＝96） 81.3 58.3 56.3 32.3 25.0 40.6 35.4

そ
の

他

特
に

必

要
な

こ

と
は

な

い

わ
か

ら

な
い

不
明

・

無
回

答

10歳代（N＝27） 0.0 0.0 11.1 0.0

20歳代（N＝48） 14.6 0.0 12.5 0.0

30歳代（N＝100） 5.0 1.0 5.0 2.0

40歳代（N＝106） 3.8 0.0 3.8 2.8

50歳代（N＝101） 4.0 0.0 7.9 4.0

60歳代（N＝155） 0.6 0.0 5.2 3.2

70歳以上（N＝96） 3.1 0.0 2.1 4.2

 

単位：％ 

 

 

 

  

年齢別 
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＊前回の選択肢は、＊1 は「避難所運営の責任者に男女が配置され男女両方の視点が入ること」、＊2 は「災害時の救

援医療体制（乳幼児、高齢者等へのサポート体制）」、＊3 は「災害対策本部に男女が配置され男女両方の視点が入

ること」、＊4 は「災害復旧・復興対策計画に男女が参画し男女両方の視点が入ること」 

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

 

 

７．男⼥共同参画と防災対策とのかかわりについて 

 

問 35．防災・災害振興対策において、性別に配慮した対応が必要なことは何ですか。（３つまで○） 

防災・災害振興対策における性別に配慮した対応が必要なことについてみると、「避難所の設備（男女

別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等）」が 82.0％と最も高く、次いで「災害時の救援医療体制（乳

幼児、高齢者、障がい者、妊産婦へのサポート体制）」が 55.1％、「避難所運営の責任者に男女がともに

配置され、避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」が 44.0％となっています。 

前回と比較すると、「被災者に対する相談体制」が 6.5 ポイント高くなっています。 

性別でみると、男女ともに「避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等）」が高く

なっています。 

年齢別でみると、いずれの年代も「避難所の設備（男女別のトイレ、更衣室、授乳室、洗濯干場等）」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

79.4 

42.9 

58.3 

19.4 

23.9 

21.1 

16.6 

13.0 

1.6 

0.0 

2.8 

83.4 

44.3 

53.4 

22.0 

18.9 

12.2 

21.2 

14.0 

1.6 

0.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難所の設備（男女別のトイレ、

更衣室、授乳室、洗濯干場等）

避難所運営の責任者に男女が

ともに配置され、避難所運営や

被災者対応に男女両方の

視点が入ること

災害時の救援医療体制

（乳幼児、高齢者、障がい者、

妊産婦へのサポート体制）

公的施設の備蓄品の

ニーズ把握、災害時に

支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

防災会議に男女がともに参画し、

防災計画に男女両方の

視点が入ること

災害対策本部に男女がともに

配置され、対策に男女両方の

視点が入ること

災害復旧・復興対策計画に

男女がともに参画し、計画に

男女両方の視点が入ること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

82.0 

44.0 

55.1 

21.0 

21.0 

15.8 

19.4 

13.5 

1.6 

0.3 

3.0 

78.0 

40.0 

54.2 

18.6 

14.5 

13.7 

18.6 

15.8 

1.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難所の設備（男女別のトイレ、

更衣室、授乳室、洗濯干場等）

避難所運営の責任者に男女が

ともに配置され、避難所運営や

被災者対応に男女両方の

視点が入ること＊1

災害時の救援医療体制

（乳幼児、高齢者、障がい者、

妊産婦へのサポート体制）＊2

公的施設の備蓄品の

ニーズ把握、災害時に

支給する際の配慮

被災者に対する相談体制

防災会議に男女がともに参画し、

防災計画に男女両方の

視点が入ること

災害対策本部に男女がともに

配置され、対策に男女両方の

視点が入ること＊3

災害復旧・復興対策計画に

男女がともに参画し、計画に

男女両方の視点が入ること＊4

その他

特に必要なことはない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

経年 性別 
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避

難

所

の

設

備（

男

女

別

の

ト

イ

レ、

更

衣

室、

授

乳

室、

洗

濯

干

場

等）

避

難

所

運

営

の

責

任

者

に

男

女

が

と

も

に

配

置

さ

れ、

避

難

所

運

営

や

被

災

者

対

応

に

男

女

両

方

の

視

点

が

入

る

こ

と

災

害

時

の

救

援

医

療

体

制

（

乳

幼

児、

高

齢

者、

障

が

い

者、

妊

産

婦

へ

の

サ

ポー

ト

体

制）

公

的

施

設

の

備

蓄

品

の

ニー

ズ

把

握、

災

害

時

に

支

給

す

る

際

の

配

慮

被

災

者

に

対

す

る

相

談

体

制

防

災

会

議

に

男

女

が

と

も

に

参

画

し、

防

災

計

画

に

男

女

両

方

の

視

点

が

入

る

こ

と

災

害

対

策

本

部

に

男

女

が

と

も

に

配

置

さ

れ、

対

策

に

男

女

両

方

の

視

点

が

入

る

こ

と

10歳代（N＝27） 81.5 48.1 48.1 14.8 3.7 29.6 22.2

20歳代（N＝48） 81.3 33.3 54.2 25.0 12.5 8.3 18.8

30歳代（N＝100） 87.0 44.0 61.0 21.0 18.0 13.0 20.0

40歳代（N＝106） 86.8 46.2 53.8 22.6 14.2 17.9 18.9

50歳代（N＝101） 85.1 43.6 50.5 24.8 29.7 11.9 17.8

60歳代（N＝155） 76.1 47.7 58.7 17.4 24.5 16.1 19.4

70歳以上（N＝96） 77.1 38.5 53.1 20.8 25.0 18.8 20.8

災

害

復

旧

・

復

興

対

策

計

画

に

男

女

が

と

も

に

参

画

し、

計

画

に

男

女

両

方

の

視

点

が

入

る

こ

と

そ

の

他

特

に

必

要

な

こ

と

は

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 3.7 3.7 0.0 3.7

20歳代（N＝48） 16.7 2.1 0.0 2.1

30歳代（N＝100） 7.0 2.0 0.0 1.0

40歳代（N＝106） 14.2 2.8 0.0 2.8

50歳代（N＝101） 14.9 0.0 1.0 2.0

60歳代（N＝155） 17.4 1.3 0.6 3.9

70歳以上（N＝96） 13.5 1.0 0.0 5.2

 

 

単位：％ 
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60.3 

53.0 

39.3 

42.1 

36.8 

32.0 

31.6 

24.3 

1.2 

2.8 

10.5 

2.0 

56.2 

44.0 

38.9 

38.1 

35.8 

27.7 

34.2 

22.0 

2.3 

2.1 

9.8 

2.3 

58.1 

47.7 

39.1 

39.7 

36.5 

29.6 

33.5 

23.0 

1.9 

2.3 

10.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの成長と発育に

応じた性教育

性や妊娠・出産についての

情報提供・相談体制の充実

不妊症・不育症についての情報

提供・相談体制・治療支援の充実

喫煙や飲酒、薬物等の健康への

害についての情報提供・

相談体制の充実

ＨＩＶ等の性感染症についての

情報提供・相談体制の充実

女性の健康に関する情報提供・

相談体制の充実

女性専門医療に関する情報提供

更年期についての情報提供・

相談体制の充実

その他

特に必要なことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）

 

８．人権について 

 

問 36．自らの性や妊娠・出産（出産の有無、出産する時期、子どもの数、出産間隔等）に関して、カッ

プルや個人が自由にかつ責任を持って決定するためには、どのような支援が必要だと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

自らの性や妊娠・出産に関し、カップルや個人が自由にかつ責任を持って決定するために必要な支援

についてみると、「子どもの成長と発育に応じた性教育」が 58.1％と最も高く、次いで「性や妊娠・出

産についての情報提供・相談体制の充実」が 47.7％、「喫煙や飲酒、薬物等の健康への害についての情

報提供・相談体制の充実」が 39.7％となっています。 

性別でみると、男性の方が「性や妊娠・出産についての情報提供・相談体制の充実」が高くなってい

ます。 
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子

ど

も

の

成

長

と

発

育

に

応

じ

た

性

教

育

性

や

妊

娠

・

出

産

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

・

相

談

体

制

の

充

実

不

妊

症

・

不

育

症

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

・

相

談

体

制

・

治

療

支

援

の

充

実

喫

煙

や

飲

酒、

薬

物

等

の

健

康

へ

の

害

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

・

相

談

体

制

の

充

実

Ｈ

Ｉ

Ｖ

等

の

性

感

染

症

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

・

相

談

体

制

の

充

実

女

性

の

健

康

に

関

す

る

情

報

提

供

・

相

談

体

制

の

充

実

女

性

専

門

医

療

に

関

す

る

情

報

提

供

10歳代（N＝27） 55.6 33.3 33.3 51.9 37.0 37.0 29.6

20歳代（N＝48） 54.2 56.3 41.7 29.2 33.3 29.2 35.4

30歳代（N＝100） 65.0 50.0 43.0 38.0 39.0 27.0 36.0

40歳代（N＝106） 56.6 46.2 45.3 34.9 36.8 32.1 31.1

50歳代（N＝101） 60.4 41.6 33.7 33.7 29.7 26.7 34.7

60歳代（N＝155） 52.3 52.3 39.4 47.1 40.0 28.4 38.1

70歳以上（N＝96） 60.4 44.8 33.3 41.7 34.4 31.3 22.9

更

年

期

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

・

相

談

体

制

の

充

実

そ

の

他

特

に

必

要

な

こ

と

は

な

い

わ

か

ら

な

い

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 14.8 0.0 3.7 18.5 0.0

20歳代（N＝48） 18.8 6.3 0.0 8.3 2.1

30歳代（N＝100） 23.0 3.0 2.0 9.0 0.0

40歳代（N＝106） 28.3 3.8 3.8 10.4 0.9

50歳代（N＝101） 27.7 1.0 5.0 8.9 2.0

60歳代（N＝155） 19.4 0.0 1.3 9.0 3.9

70歳以上（N＝96） 21.9 1.0 1.0 12.5 4.2

年齢別でみると、10 歳代と 30～50 歳代と 70 歳以上は「子どもの成長と発育に応じた性教育」、20

歳代は「性や妊娠・出産についての情報提供・相談体制の充実」、60 歳代は「子どもの成長と発育に応

じた性教育」、「性や妊娠・出産についての情報提供・相談体制の充実」が最も高くなっています。 
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25.9 

49.0 

26.3 

25.1 

21.1 

19.8 

9.7 

10.9 

9.3 

6.1 

4.9 

0.8 

4.9 

13.8 

2.0 

28.8 

50.3 

22.8 

28.5 

22.5 

16.6 

11.7 

13.2 

15.0 

7.8 

9.1 

1.0 

2.6 

9.1 

1.8 

27.7 

49.9 

23.9 

27.2 

21.9 

17.7 

10.8 

12.5 

12.8 

7.4 

7.5 

0.9 

3.4 

11.0 

1.9 

0% 20% 40% 60%

本人の意思に反して

「男らしく、女らしく」という考えを

押しつけること

ＬＧＢＴ等について正しい知識を

得る機会がないこと

家族や友人から理解されないこと

学校や職場でいじめや

いやがらせを受けること

就職や職場において

不利な扱いを受けること

相談場所がないこと

異性愛を前提とした教育を

受けること（性教育、道徳等）

法律上、同性婚が認められて

いないこと

トイレ、更衣室等、

男女の別しかなく、バリアフリーと

なっていないこと

制服等で男女の別を

決めつけること

企業が提供するサービスに

おいて、戸籍の性別に基づいた

利用を求められること

その他

特に課題だと思うことはない

わからない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）

問 37．性的少数者（ＬＧＢＴ等）の⼈々への理解について、あなたが特に課題だと思うのは、どのよう

なことですか。（３つまで○） 

性的少数者の人々への理解における課題についてみると、「ＬＧＢＴ等について正しい知識を得る機

会がないこと」が 49.9％と最も高く、次いで「本人の意思に反して「男らしく、女らしく」という考え

を押しつけること」が 27.7％、「学校や職場でいじめやいやがらせを受けること」が 27.2％となってい

ます。 

性別でみると、男女ともに「ＬＧＢＴ等について正しい知識を得る機会がないこと」が高くなってい

ます。 

年齢別でみると、いずれの年代も「ＬＧＢＴ等について正しい知識を得る機会がないこと」が最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 



81 

本
人
の
意

思
に
反
し

て

「

男
ら
し

く、

女
ら

し
く」

と
い
う

考
え
を
押

し
つ
け
る

こ
と

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

等
に
つ
い

て
正
し

い

知
識
を
得

る
機
会
が

な
い
こ

と

家
族
や
友

人
か
ら

理
解
さ
れ

な
い
こ
と

学
校
や
職

場
で
い
じ

め
や

い
や
が
ら

せ
を
受
け

る
こ
と

就
職
や
職

場
に
お
い

て

不
利
な
扱

い
を
受
け

る
こ
と

相
談
場
所

が
な
い
こ

と

異
性
愛
を

前
提
と
し

た
教
育

を

受
け
る
こ

と
（

性
教
育、
道
徳
等）

法
律
上、

同
性
婚
が

認
め
ら
れ

て
い
な
い

こ
と

10歳代（N＝27） 25.9 40.7 29.6 18.5 14.8 7.4 18.5 29.6

20歳代（N＝48） 31.3 47.9 33.3 27.1 16.7 16.7 16.7 27.1

30歳代（N＝100） 35.0 47.0 22.0 39.0 26.0 12.0 22.0 16.0

40歳代（N＝106） 34.0 54.7 27.4 31.1 26.4 17.0 10.4 17.9

50歳代（N＝101） 18.8 57.4 23.8 26.7 19.8 17.8 5.9 8.9

60歳代（N＝155） 27.7 50.3 21.9 19.4 21.9 24.5 8.4 4.5

70歳以上（N＝96） 21.9 42.7 20.8 26.0 19.8 17.7 4.2 6.3

ト
イ

レ、
更
衣

室
等、

男

女
の

別
し

か
な
く、

バ
リ
ア
フ

リー

と

なっ

て
い
な
い

こ
と

制
服

等
で
男
女

の
別
を

決
め

つ
け
る
こ

と

企
業

が
提
供
す

る

サー

ビ
ス
に
お

い
て、

戸

籍
の

性
別

に
基
づ
い

た
利
用
を

求
め

ら
れ
る
こ

と

そ
の

他

特
に

課
題
だ
と

思
う
こ
と

は
な
い

わ
か

ら
な
い

不
明

・
無
回
答

10歳代（N＝27） 14.8 18.5 7.4 0.0 0.0 22.2 0.0

20歳代（N＝48） 10.4 6.3 6.3 4.2 2.1 8.3 0.0

30歳代（N＝100） 20.0 12.0 12.0 1.0 2.0 3.0 0.0

40歳代（N＝106） 13.2 7.5 8.5 0.9 1.9 3.8 0.9

50歳代（N＝101） 12.9 6.9 7.9 1.0 5.0 7.9 2.0

60歳代（N＝155） 9.7 5.8 7.7 0.0 2.6 15.5 3.2

70歳以上（N＝96） 10.4 2.1 1.0 1.0 8.3 20.8 3.1

 

単位：％ 
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問 38．外国⼈市⺠が安⼼して暮らせる環境の整備に向けて、あなたが特に課題だと思うのは、どのよう

なことですか。（３つまで○） 

外国人市民が安心して暮らせる環境の整備における課題についてみると、「外国人市民に対する日本

語教室・教育が十分でないこと」が 47.1％と最も高く、次いで「日本人市民に対する異文化理解教育や

啓発が十分でないこと」が 34.3％、「情報提供が多言語でないこと」が 30.0％となっています。 

性別でみると、男性の方が「外国人市民に対する日本語教室・教育が十分でないこと」が高くなって

います。 

年齢別でみると、10 歳代は「外国にルーツを持つ子どもに対する就学・教育支援が十分でないこと」、

20 歳代は「外国人市民に対する日本語教室・教育が十分でないこと」、「情報提供が多言語でないこと」、

30 歳代は「外国人市民に対する日本語教室・教育が十分でないこと」、「日本人市民に対する異文化理解

教育や啓発が十分でないこと」、40 歳以上は「外国人市民に対する日本語教室・教育が十分でないこと」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 

53.4 

26.7 

31.6 

19.8 

27.5 

5.7 

21.1 

36.8 

8.9 

42.7 

31.9 

26.2 

20.7 

24.1 

5.7 

13.0 

33.2 

10.1 

47.1 

30.0 

28.3 

20.3 

25.5 

5.8 

16.1 

34.3 

9.5 

0% 20% 40% 60%

外国人市民に対する日本語

教室・教育が十分でないこと

情報提供が多言語でないこと

外国にルーツを持つ子どもに

対する就学・教育支援が

十分でないこと

相談場所がないこと

就労や労務に関する支援が

十分でないこと

外国人市民同士が集える

場所がないこと

地域活動へ外国人市民が

参加できていないこと

日本人市民に対する異文化理解

教育や啓発が十分でないこと

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

全体（N＝639）
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外

国

人

市

民

に

対

す

る

日

本

語

教

室

・

教

育

が

十

分

で

な

い

こ

と

情

報

提

供

が

多

言

語

で

な

い

こ

と

外

国

に

ルー

ツ

を

持

つ

子

ど

も

に

対

す

る

就

学

・

教

育

支

援

が

十

分

で

な

い

こ

と

相

談

場

所

が

な

い

こ

と

就

労

や

労

務

に

関

す

る

支

援

が

十

分

で

な

い

こ

と

外

国

人

市

民

同

士

が

集

え

る

場

所

が

な

い

こ

と

地

域

活

動

へ

外

国

人

市

民

が

参

加

で

き

て

い

な

い

こ

と

10歳代（N＝27） 33.3 25.9 48.1 14.8 29.6 14.8 7.4

20歳代（N＝48） 41.7 41.7 27.1 18.8 31.3 8.3 10.4

30歳代（N＝100） 37.0 33.0 31.0 16.0 28.0 8.0 16.0

40歳代（N＝106） 43.4 30.2 23.6 19.8 18.9 3.8 18.9

50歳代（N＝101） 52.5 26.7 24.8 23.8 25.7 6.9 14.9

60歳代（N＝155） 50.3 32.9 23.2 21.9 25.8 3.2 15.5

70歳以上（N＝96） 56.3 20.8 37.5 21.9 25.0 4.2 20.8

日

本

人

市

民

に

対

す

る

異

文

化

理

解

教

育

や

啓

発

が

十

分

で

な

い

こ

と

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝27） 25.9 7.4

20歳代（N＝48） 31.3 6.3

30歳代（N＝100） 37.0 5.0

40歳代（N＝106） 37.7 8.5

50歳代（N＝101） 38.6 8.9

60歳代（N＝155） 35.5 10.3

70歳以上（N＝96） 27.1 16.7

 

単位：％ 
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37.7 

13.0 

15.4 

34.0 

3.2 

4.5 

15.8 

23.1 

11.3 

23.9 

40.5 

7.3 

4.5 

7.7 

15.3 

7.0 

10.9 

34.7 

2.6 

2.8 

23.6 

36.8 

13.7 

26.9 

32.9 

15.3 

4.1 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自治会等、地域活動のリーダー

ＰＴＡ・子ども会等のリーダー

ボランティアグループのリーダー

企業等の管理職

農林漁業グループや

関係団体の役員

建設業や運輸業の分野

（運転手等）

弁護士等の法律の分野

医師等医療の分野

警察官や消防官

国の省庁、都道府県庁、市役所・

町村役場等の公務員

国会・都道府県議会・

市町村議会等の議員

企業、大学、研究所等の研究者

その他

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

24.1 

9.4 

12.8 

34.4 

3.0 

3.6 

20.7 

31.9 

13.0 

25.8 

36.0 

12.2 

4.2 

6.4 

19.1 

14.3 

12.5 

36.5 

3.5 

4.3 

19.9 

29.4 

15.0 

25.7 

32.6 

8.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自治会等、地域活動のリーダー

ＰＴＡ・子ども会等のリーダー

ボランティアグループのリーダー

企業等の管理職

農林漁業グループや

関係団体の役員

建設業や運輸業の分野

（運転手等）

弁護士等の法律の分野

医師等医療の分野

警察官や消防官

国の省庁、都道府県庁、市役所・

町村役場等の公務員

国会・都道府県議会・

市町村議会等の議員

企業、大学、研究所等の研究者

その他

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

 

９．男⼥共同参画全般について 

 

問 39．どんな分野・⽴場で⼥性の活躍が進むのがよいと思われますか。（３つまで○） 

どんな分野・立場で女性の活躍が進むのがよいかについてみると、「国会・都道府県議会・市町村議会

等の議員」が 36.0％と最も高く、次いで「企業等の管理職」が 34.4％、「医師等医療の分野」が 31.9％

となっています。 

前回と比較すると、「自治会等、地域活動のリーダー」が 5.0 ポイント高く、「ＰＴＡ・子ども会等の

リーダー」が 4.9 ポイント低くなっています。 

性別でみると、男性は「国会・都道府県議会・市町村議会等の議員」、女性は「医師等医療の分野」が

高くなっています。 

年齢別でみると、10 歳代は「医師等医療の分野」、「国会・都道府県議会・市町村議会等の議員」、20

～40 歳代は「企業等の管理職」、50～60 歳代は「国会・都道府県議会・市町村議会等の議員」、70 歳以

上は「自治会等、地域活動のリーダー」が最も高くなっています。 
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自
治
会
等、

地
域
活
動
の

リー

ダー

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
会
等
の

リー

ダー

ボ
ラ
ン
ティ

ア
グ
ルー

プ
の

リー

ダー

企
業
等
の
管
理
職

農
林
漁
業
グ
ルー

プ
や
関
係

団
体
の
役
員

建
設
業
や
運
輸
業
の
分
野

（

運
転
手
等）

弁
護
士
等
の
法
律
の
分
野

10歳代（N＝27） 33.3 3.7 14.8 25.9 7.4 11.1 25.9

20歳代（N＝48） 12.5 6.3 4.2 41.7 4.2 2.1 16.7

30歳代（N＝100） 16.0 9.0 9.0 43.0 2.0 5.0 17.0

40歳代（N＝106） 17.0 14.2 7.5 37.7 0.9 3.8 18.9

50歳代（N＝101） 17.8 3.0 9.9 34.7 4.0 4.0 20.8

60歳代（N＝155） 27.1 7.7 16.1 34.8 4.5 1.3 26.5

70歳以上（N＝96） 44.8 17.7 22.9 20.8 1.0 4.2 17.7

医
師
等
医
療
の
分
野

警
察
官
や
消
防
官

国
の
省
庁、

都
道
府
県
庁、

市
役
所
・
町
村
役
場
等
の

公
務
員

国
会
・
都
道
府
県
議
会
・

市
町
村
議
会
等
の
議
員

企
業、

大
学、

研
究
所
等
の

研
究
者

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

10歳代（N＝27） 37.0 29.6 18.5 37.0 18.5 3.7 3.7

20歳代（N＝48） 31.3 22.9 22.9 39.6 14.6 8.3 2.1

30歳代（N＝100） 35.0 15.0 27.0 38.0 12.0 5.0 6.0

40歳代（N＝106） 32.1 17.0 28.3 33.0 10.4 4.7 3.8

50歳代（N＝101） 34.7 9.9 22.8 38.6 18.8 6.9 5.0

60歳代（N＝155） 32.3 6.5 26.5 35.5 9.7 1.9 9.7

70歳以上（N＝96） 21.9 10.4 28.1 32.3 9.4 2.1 9.4

 

 

単位：％ 
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59.9 

54.5 

33.3 

60.0 

73.7 

83.8 

72.7 

50.0 

42.6 

36.0 

40.5 

55.6 

30.0 

23.7 

16.2 

27.3 

45.8 

51.1 

4.0 

5.1 

11.1 

10.0 

2.6 

0.0 

0.0 

4.2 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝247）

前回

（N＝257）

10歳代

（N＝9）

20歳代

（N＝10）

30歳代

（N＝38）

40歳代

（N＝37）

50歳代

（N＝33）

60歳代

（N＝72）

70歳以上

（N＝47）

ある ない 不明・無回答

経
年

年
齢

別

【男性の方のみ】 

問 40．あなたは「男もつらい」と感じることはありますか。（１つだけ○） 

「男もつらい」と感じることの有無についてみると、「ある」が 59.9％、「ない」が 36.0％となってい

ます。 

前回と比較すると、「ある」が 5.4 ポイント高くなっています。 

年齢別でみると、「ある」が 30～50 歳代で７割を超えています。 
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29.7 

28.4 

10.8 

9.5 

48.0 

31.1 

15.5 

10.1 

11.5 

1.4 

30.7 

31.4 

8.6 

5.7 

43.6 

36.4 

15.7 

8.6 

9.3 

1.4 

0% 20% 40% 60%

なにかにつけ男だから

男のくせにと言われる

妻子を養うのは

男の責任だと言われる

男なのに酒が飲めないのかと

からかわれる

力が弱い、運動が苦手だと

バカにされる

仕事の責任が大きい、仕事が

できて当たり前だと言われる

自分のやりたい仕事を

自由に選べないことがある

衣食住のことが十分に

できなくて、生活が不便である

家族とのコミュニケーションが

うまくいかない

その他

不明・無回答

今回（N＝148）

前回（N＝140）

【問 40 で「ある」とお答えの方のみ】 

問 40-１．それはどんなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

「男もつらい」と感じることの内容についてみると、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だ

と言われる」が 48.0％と最も高く、次いで「自分のやりたい仕事を自由に選べないことがある」が 31.1％、

「なにかにつけ男だから男のくせにと言われる」が 29.7％となっています。 

前回と比較すると、「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だと言われる」が 4.4 ポイント高く

なっています。 

年齢別でみると、30 歳代は「なにかにつけ男だから男のくせにと言われる」、「仕事の責任が大きい、

仕事ができて当たり前だと言われる」、40～60 歳代は「仕事の責任が大きい、仕事ができて当たり前だ

と言われる」、70 歳以上は「妻子を養うのは男の責任だと言われる」、「仕事の責任が大きい、仕事がで

きて当たり前だと言われる」が最も高くなっています。 
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な

に

か

に

つ

け

男

だ

か

ら

男

の

く

せ

に

と

言

わ

れ

る

妻

子

を

養

う

の

は

男

の

責

任

だ

と

言

わ

れ

る

男

な

の

に

酒

が

飲

め

な

い

の

か

と

か

ら

か

わ

れ

る

力

が

弱

い、

運

動

が

苦

手

だ

と

バ

カ

に

さ

れ

る

仕

事

の

責

任

が

大

き

い、
仕

事

が

で

き

て

当

た

り

前

だ

と

言

わ

れ

る

自

分

の

や

り

た

い

仕

事

を

自

由

に

選

べ

な

い

こ

と

が

あ

る

衣

食

住

の

こ

と

が

十

分

に

で

き

な

く

て、

生

活

が

不

便

で

あ

る

10歳代（N＝3） 66.7 33.3 0.0 33.3 33.3 66.7 33.3

20歳代（N＝6） 50.0 33.3 16.7 50.0 16.7 16.7 0.0

30歳代（N＝28） 39.3 21.4 25.0 10.7 39.3 25.0 3.6

40歳代（N＝31） 25.8 29.0 12.9 9.7 64.5 38.7 16.1

50歳代（N＝24） 16.7 20.8 4.2 4.2 66.7 41.7 8.3

60歳代（N＝36） 33.3 30.6 5.6 5.6 38.9 30.6 25.0

70歳以上（N＝20） 20.0 40.0 5.0 5.0 40.0 15.0 25.0

家

族

と

の

コ

ミュ

ニ

ケー

ショ

ン

が

う

ま

く

い

か

な

い

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

10歳代（N＝3） 0.0 33.3 0.0

20歳代（N＝6） 16.7 16.7 0.0

30歳代（N＝28） 7.1 28.6 0.0

40歳代（N＝31） 9.7 6.5 0.0

50歳代（N＝24） 16.7 8.3 4.2

60歳代（N＝36） 13.9 2.8 0.0

70歳以上（N＝20） 0.0 10.0 5.0
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34.8 

27.1 

22.7 

40.1 

33.6 

31.2 

6.5 

8.5 

12.6 

9.3 

4.5 

2.8 

10.5 

37.0 

22.0 

19.9 

55.2 

35.8 

35.8 

9.1 

7.0 

9.8 

9.3 

1.6 

1.0 

2.8 

0% 20% 40% 60%

学校教育の場で、

男女平等と相互の理解や

協力についての学習を充実する

地域や社会教育等の場で、

男女平等と相互の理解や

協力についての学習を充実する

男女均等の職場教育・

訓練を充実する

育児休業・介護休業等の制度を

男女ともにもっと利用できるよう

普及させる

保育所や認定こども園、放課後

児童クラブ等、地域の子育て

支援サービスを充実する

高齢者や病人の

介護サービス等を充実する

行政施策の

審議会委員等における

男女の比率を同程度にする

市の広報やホームページ等で

男女平等と相互の理解について

啓発する

情報提供や相談事業を充実する

各国の男女共同参画の

情報提供や広い視野に立った

国際交流を推進する

その他

何もする必要はない

不明・無回答

男性（N＝247）

女性（N＝386）

36.3 

23.8 

20.8 

49.3 

34.6 

33.8 

8.1 

7.7 

11.0 

9.2 

2.7 

1.7 

5.9 

34.2 

21.2 

17.2 

49.8 

34.6 

34.6 

7.2 

6.1 

10.3 

4.5 

2.6 

1.4 

0% 20% 40% 60%

学校教育の場で、

男女平等と相互の理解や

協力についての学習を充実する

地域や社会教育等の場で、

男女平等と相互の理解や

協力についての学習を充実する

男女均等の職場教育・

訓練を充実する

育児休業・介護休業等の制度を

男女ともにもっと利用できるよう

普及させる

保育所や認定こども園、放課後

児童クラブ等、地域の子育て

支援サービスを充実する

高齢者や病人の

介護サービス等を充実する

行政施策の

審議会委員等における

男女の比率を同程度にする

市の広報やホームページ等で

男女平等と相互の理解について

啓発する

情報提供や相談事業を充実する

各国の男女共同参画の

情報提供や広い視野に立った

国際交流を推進する

その他

何もする必要はない

不明・無回答

今回（N＝639）

前回（N＝622）

※前回の「不明・無回答」については記載なし 

問 41．男⼥共同参画社会をつくるために、市はどのようなことをしたらよいと思いますか。 

（３つまで○） 

男女共同参画社会をつくるために、市がすべきことについてみると、「育児休業・介護休業等の制度を

男女ともにもっと利用できるよう普及させる」が 49.3％と最も高く、次いで「学校教育の場で、男女平

等と相互の理解や協力についての学習を充実する」が 36.3％、「保育所や認定こども園、放課後児童ク

ラブ等、地域の子育て支援サービスを充実する」が 34.6％となっています。 

前回と比較すると、「各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立った国際交流を推進する」が 4.7

ポイント高くなっています。 

性別でみると、女性の方が「育児休業・介護休業等の制度を男女ともにもっと利用できるよう普及さ

せる」が高くなっています。 

年齢別でみると、10～60 歳代は「育児休業・介護休業等の制度を男女ともにもっと利用できるよう

普及させる」、70 歳以上は「高齢者や病人の介護サービス等を充実する」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経年 性別 



90 

学

校
教

育

の
場

で、

男

女
平

等

と
相

互
の

理

解
や

協

力
に

つ

い
て

の
学

習

を
充

実

す
る

地

域
や

社

会
教

育
等

の

場
で、

男

女
平

等

と
相

互
の

理

解
や

協

力
に

つ

い
て

の
学

習

を
充

実

す
る

男

女
均

等

の
職

場
教

育

・
訓

練

を

充

実
す

る

育

児
休

業

・
介

護
休

業

等
の

制

度
を

男

女
と

も

に
もっ

と

利

用
で

き

る
よ

う

普

及
さ

せ

る

保

育
所

や

認
定

こ
ど

も

園、

放

課
後

児

童
ク

ラ
ブ

等、

地

域

の

子

育
て

支

援
サー

ビ

ス

を
充

実

す
る

高

齢
者

や

病
人

の

介

護
サー
ビ
ス

等
を

充

実
す

る

行

政
施

策

の
審

議
会

委

員
等

に

お
け

る

男

女
の

比

率
を

同
程

度

に
す

る

10歳代（N＝27） 44.4 14.8 22.2 51.9 29.6 14.8 7.4

20歳代（N＝48） 33.3 22.9 25.0 60.4 54.2 27.1 8.3

30歳代（N＝100） 29.0 20.0 24.0 65.0 48.0 22.0 11.0

40歳代（N＝106） 44.3 29.2 26.4 45.3 33.0 29.2 8.5

50歳代（N＝101） 34.7 26.7 22.8 40.6 24.8 39.6 5.9

60歳代（N＝155） 36.8 21.9 14.2 46.5 31.0 38.1 11.6

70歳以上（N＝96） 34.4 25.0 17.7 45.8 32.3 46.9 1.0

市
の

広

報
や

ホー

ム

ペー

ジ

等
で

男
女

平

等
と

相

互
の

理

解
に

つ
い

て

啓
発

す

る

情
報

提

供
や

相

談
事

業

を
充

実
す

る

各
国

の

男
女

共

同
参

画

の
情

報
提

供

や

広
い

視

野
に

立っ

た

国

際
交

流
を

推
進

す

る

そ
の

他

何
も

す

る
必

要

は
な

い

不
明

・

無
回

答

10歳代（N＝27） 3.7 14.8 11.1 3.7 0.0 7.4

20歳代（N＝48） 2.1 8.3 6.3 4.2 0.0 6.3

30歳代（N＝100） 5.0 9.0 7.0 3.0 1.0 4.0

40歳代（N＝106） 5.7 6.6 13.2 2.8 0.9 1.9

50歳代（N＝101） 5.9 14.9 9.9 3.0 3.0 4.0

60歳代（N＝155） 10.3 13.5 7.7 1.9 1.9 9.7

70歳以上（N＝96） 13.5 9.4 10.4 2.1 3.1 7.3
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Ⅲ 事業所アンケート調査結果 
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4.8 

19.0 

33.3 

2.4 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

7.1 

2.4 

7.1 

8.1 

29.7 

24.3 

5.4 

5.4 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

13.5 

0.0 

8.1 

0.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

建設業

製造業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

情報通信業

医療、福祉

教育、学習支援業

飲食店、宿泊業

運輸業

電気・ガス・熱供給・水道業

その他サービス業

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

 

１．事業所の概要について 

 

問１．貴事業所の主な業種についてお答えください。（１つだけ○） 

事業所の主な業種についてみると、全体では「卸売・小売業」が 33.3％と最も高く、次いで「製造業」

が 19.0％、「運輸業」が 16.7％となっています。 

前回と比較すると、「卸売・小売業」が 9.0 ポイント高くなっています。 
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2.4 

0.0 

2.4 

5.4 

2.4 

10.8 

0.0 

8.1 

4.8 

16.2 

31.0 

45.9 

7.1 

18.9 

16.7 

18.9 

23.8 

21.6 

26.2 

27.0 

23.8 

24.3 

14.3 

5.4 

23.8 

5.4 

16.7 

8.1 

2.4 

2.7 

35.7 

37.8 

28.6 

24.3 

21.4 

10.8 

4.8 

2.7 

7.1 

2.7 

4.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

０人 １～４人 ５～９人 10～19人

20～29人 30人以上 不明・無回答

全
体

男
性

女
性

問２．貴事業所の従業者の状況（市内に所在する支店、工場単位で）についてお聞きします。それ

ぞれの人数をお書きください。 

【従業者の規模】 

従業者の規模についてみると、全体では「30 人以上」が 35.7％と最も高く、次いで「10～19 人」が

26.2％、「20～29 人」が 23.8％となっています。 

前回と比較すると、「20～29 人」が 18.4 ポイント高くなっています。 

男性従業者では「30 人以上」が 28.6％と最も高く、次いで「10～19 人」が 23.8％、「５～９人」、「20

～29 人」が 16.7％となっています。 

女性従業者では「１～４人」が 31.0％と最も高く、次いで「５～９人」が 23.8％、「30 人以上」が

21.4％となっています。 
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2.4 

0.0 

2.4 

5.4 

4.8 

16.2 

2.4 

16.2 

11.9 

21.6 

47.6 

64.9 

14.3 

24.3 

11.9 

21.6 

19.0 

8.1 

28.6 

21.6 

33.3 

16.2 

9.5 

5.4 

21.4 

8.1 

14.3 

10.8 

2.4 

0.0 

23.8 

27.0 

19.0 

21.6 

7.1 

2.7 

7.1 

2.7 

7.1 

2.7 

9.5 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

０人 １～４人 ５～９人 10～19人

20～29人 30人以上 不明・無回答

全
体

男
性

女
性

7.1 

9.5 

35.7 

42.9 

47.6 

23.8 

19.0 

16.7 

2.4 

9.5 

4.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.8 

4.8 

2.4 

16.7 

16.7 

35.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

０人 １～４人 ５～９人 10～19人

20～29人 30人以上 不明・無回答

性
別

【正規従業者】 

正規従業者についてみると、全体では「10～19 人」が 28.6％と最も高く、次いで「30 人以上」が

23.8％、「20～29 人」が 21.4％となっています。 

前回と比較すると、「20～29 人」が 13.3 ポイント高くなっています。 

男性正規従業者では「10～19 人」が 33.3％と最も高く、次いで「30 人以上」が 19.0％、「20～29 人」

が 14.3％となっています。 

女性正規従業者では「１～４人」が 47.6％と最も高く、次いで「５～９人」が 19.0％、「10～19 人」

が 9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【管理職】 

管理職についてみると、全体では「１～４人」が 42.9％と最も高く、次いで「５～９人」が 19.0％、

「10～19 人」が 9.5％となっています。 

男性管理職では「１～４人」が 47.6％と最も高く、次いで「５～９人」が 16.7％、「０人」が 9.5％と

なっています。 

女性管理職では「０人」が 35.7％と最も高く、次いで「１～４人」が 23.8％、「５～９人」、「30 人以

上」が 2.4％となっています。 
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52.4 

52.4 

57.1 

9.5 

9.5 

0.0 

38.0 

38.0 

43.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

なし あり 不明・無回答

性
別

16.7 

27.0 

21.4 

37.8 

19.0 

48.6 

19.0 

40.5 

19.0 

35.1 

26.2 

29.7 

11.9 

16.2 

11.9 

10.8 

11.9 

5.4 

9.5 

0.0 

4.8 

5.4 

4.8 

0.0 

2.4 

0.0 

2.4 

2.7 

2.4 

2.7 

21.4 

13.5 

11.9 

5.4 

16.7 

10.8 

19.0 

2.7 

28.6 

2.7 

19.0 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

今回

（N＝42）

前回

（N＝37）

０人 １～４人 ５～９人 10～19人

20～29人 30人以上 不明・無回答

全
体

男
性

女
性

※あり：１～４人が３件、５～９人が１件 

※あり：１～４人が３件、５～９人が１件 

【非正規従業者】 

非正規従業者についてみると、全体では「30 人以上」が 21.4％と最も高く、次いで「１～４人」が

19.0％、「０人」が 16.7％となっています。 

前回と比較すると、「10～19 人」が 9.5 ポイント高くなっています。 

男性非正規従業者では「０人」が 21.4％と最も高く、次いで「１～４人」が 19.0％、「５～９人」、「30

人以上」が 11.9％となっています。 

女性非正規従業者では「１～４人」が 26.2％と最も高く、次いで「０人」が 19.0％、「30 人以上」が

16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人正規従業者】 

外国人正規従業者についてみると、全体では「なし」が 52.4％、「あり」が 9.5％となっています。 

男性外国人正規従業者では「なし」が 52.4％、「あり」が 9.5％となっています。 

女性外国人正規従業者では「なし」が 57.1％となっています。 
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50.0 

47.6 

47.6 

11.9 

4.8 

11.9 

38.1 

48.0 

41.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

なし あり 不明・無回答

性
別

59.5 

59.5 

54.8 

0.0 

0.0 

0.0 

41.0 

41.0 

45.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

なし あり 不明・無回答

性
別

※あり：１～４人が１件、10 人以上が１件 

※あり：１～４人が４件、10 人以上が１件 

※あり：１～４人が３件、10～19 人が２件 

【外国⼈正規管理職】 

外国人正規管理職についてみると、全体では「なし」が 59.5％となっています。 

男性外国人正規管理職では「なし」が 59.5％となっています。 

女性外国人正規管理職では「なし」が 54.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人非正規従業者】 

外国人非正規従業者についてみると、全体では「なし」が 50.0％、「あり」が 11.9％となっています。 

男性外国人非正規従業者では「なし」が 47.6％、「あり」が 4.8％となっています。 

女性外国人非正規従業者では「なし」が 47.6％、「あり」が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外国人従業者がおられる事業所の方におたずねします。】 

問２-１．外国人従業者と意思疎通を図るにあたっての手段や、工夫されていることなどがありま

したら、お書きください。 

回答はありませんでした。 
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※前回の選択肢は「事業所内に託児施設を設けている（※外部委託も含む）」 

 

２．従業者の育児・介護休業支援について 

 

問３．貴事業所では“育児”を支援する対策を講じていますか。（あてはまるものすべてに○） 

“育児”を支援する対策を講じているかについてみると、全体では「育児休業制度を導入している」

が 76.2％と最も高く、次いで「育児のため休暇が必要な従業者の希望は聞き入れている」が 73.8％、「就

業規則に育児支援に関する規定を定めている」が 69.0％となっています。 

前回と比較すると、「就業規則に育児支援に関する規定を定めている」が 23.1 ポイント高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.8 

69.0 

76.2 

73.8 

21.4 

57.1 

11.9 

0.0 

4.8 

0.0 

0.0 

2.4 

16.2 

45.9 

59.5 

59.5 

21.6 

40.5 

2.7 

2.7 

2.7 

0.0 

2.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

特に対策は講じていない

就業規則に育児支援に関する

規定を定めている

育児休業制度を導入している

育児のため休暇が必要な従業者の

希望は聞き入れている

法律で規定する以上の育児休業期間の

取得を認めている

勤務時間短縮等の措置を講じている

在宅勤務制度やフレックスタイム制を

導入している

保育施設や保育サービスを

利用するための援助金を出している

報酬に育児手当をつけている

事業所内保育を整備、拡充している※

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）
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52.4 

57.1 

71.4 

19.0 

14.3 

4.8 

4.8 

2.4 

4.8 

0.0 

0.0 

2.4 

2.4 

0.0 

2.4 

9.5 

9.5 

2.4 

11.9 

16.7 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

性
別

53.3 

90.9 

0.0 

13.3 

0.0 

28.6 

13.3 

0.0 

28.6 

6.7 

0.0 

14.3 

6.7 

0.0 

14.3 

6.7 

9.1 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝15）

男性

（N＝11）

女性

（N＝7）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

性
別

問３-１．育児休業の取得状況について、男⼥別にお答えください。 

【子どもが生まれた従業者】 

子どもが生まれた従業者についてみると、全体では「０人」が 52.4％と最も高く、次いで「１人」が

19.0％、「５人以上」が 9.5％となっています。 

男性従業者では「０人」が 57.1％と最も高く、次いで「１人」が 14.3％、「５人以上」が 9.5％となっ

ています。 

女性従業者では「０人」が 71.4％と最も高く、次いで「１人」、「２人」が 4.8％、「３人」、「４人」、

「５人以上」が 2.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【育児休業を取得した従業者】 

育児休業を取得した従業者についてみると、全体では「０人」が 53.3％と最も高く、次いで「１人」、

「２人」が 13.3％、「３人」、「４人」、「５人以上」が 6.7％となっています。 

男性従業者では「０人」が 90.9％と最も高く、次いで「５人以上」が 9.1％となっています。 

女性従業者では「１人」、「２人」が 28.6％と最も高く、次いで「３人」、「４人」、「５人以上」が 14.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



99 

7.1 

66.7 

71.4 

66.7 

11.9 

47.6 

14.3 

0.0 

2.4 

0.0 

2.4 

10.8 

43.2 

48.6 

62.2 

16.2 

40.5 

0.0 

0.0 

0.0 

5.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

特に対策は講じていない

就業規則に介護支援に関する

規定を定めている

介護休業制度を導入している

介護のため休暇が必要な従業者の

希望は聞き入れている

法律で規定する以上の介護休業期間の

取得を認めている

勤務時間短縮等の措置を講じている

在宅勤務制度やフレックスタイム制を

導入している

介護施設や介護サービスを

利用するための援助金を出している

報酬に介護手当をつけている

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

【問 3 で「特に対策は講じていない」とお答えの事業所の方のみ】 

問３-２．その理由をお答えください。（３つまで○） 

“育児”を支援する対策を講じていない理由についてみると、回答総数２件のうち「代替の要員の確

保がむずかしいから」、「他の従業者の負担が大きくなるから」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

問４．貴事業所では“介護”を支援する対策を講じていますか。（あてはまるものすべてに○） 

“介護”を支援する対策を講じているかについてみると、全体では「介護休業制度を導入している」

が 71.4％と最も高く、次いで「就業規則に介護支援に関する規定を定めている」、「介護のため休暇が必

要な従業者の希望は聞き入れている」が 66.7％、「勤務時間短縮等の措置を講じている」が 47.6％とな

っています。 

前回と比較すると、「就業規則に介護支援に関する規定を定めている」が 23.5 ポイント、「介護休業制

度を導入している」が 22.8 ポイント高くなっています。 
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88.1 

88.1 

88.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

9.5 

9.5 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N＝42）

男性

（N＝42）

女性

（N＝42）

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人以上 不明・無回答

性
別

問４-１．介護休暇の取得状況について、男⼥別にお答えください。 

介護休暇の取得状況についてみると、全体では「０人」が 88.1％と最も高く、次いで「５人以上」が

2.4％となっています。 

男性従業者では「０人」が 88.1％と最も高く、次いで「２人」が 2.4％となっています。 

女性従業者では「０人」が 88.1％と最も高く、次いで「３人」が 2.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４で「特に対策は講じていない」とお答えの事業所の方のみ】 

問４-２．その理由をお答えください。（３つまで○） 

“介護”を支援する対策を講じていない理由についてみると、回答総数３件のうち「代替の要員の確

保がむずかしいから」が３件、「他の従業者の負担が大きくなるから」が２件、「人件費が増大するから」

が１件となっています。 
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３．ハラスメント対策について 

 

問５．貴事業所ではセクシュアル・ハラスメント（セクハラ）に対する対策を講じていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）に対する対策を講じているかについてみると、全体では「倫

理規定や行動基準を就業規則に定めている」が 64.3％と最も高く、次いで「セクハラの相談、苦情を受

ける相談窓口を設置している」が 61.9％、「セクハラについて、顧問弁護士やカウンセラー等に依頼で

きるようにしている」が 40.5％となっています。 

前回と比較すると、「セクハラについて、顧問弁護士やカウンセラー等に依頼できるようにしている」

が 21.6 ポイント、「セクハラの相談、苦情を受ける相談窓口を設置している」が 21.4 ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問５で「特に対策は講じていない」とお答えの事業所の方のみ】 

問５-１．その理由をお答えください。（主なもの１つだけ○） 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）に対する対策を講じていない理由についてみると、回答総

数５件のうち「当事業所にセクハラの訴えがないから」が２件、「その必要性を感じないから」が１件、

「その他」が２件となっています。  

23.8 

40.5 

31.0 

0.0 

0.0 

18.9 

18.9 

21.6 

5.4 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80%

セクハラが発生した場合に

適正な対応を行うしくみを

つくっている

セクハラについて、顧問

弁護士やカウンセラー等に

依頼できるようにしている

社内報や啓発資料等を活用

して、従業者の意識啓発を

行っている

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

11.9 

64.3 

35.7 

61.9 

31.0 

32.4 

54.1 

18.9 

40.5 

18.9 

0% 20% 40% 60% 80%

特に対策は講じていない

倫理規定や行動基準を就業

規則に定めている

セクハラ防止のための社員

研修を実施している

セクハラの相談、苦情を受ける

相談窓口を設置している

相談窓口担当者に

女性をおいている
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28.6 

35.7 

35.7 

4.8 

7.1 

2.4 

31.0 

7.1 

33.3 

28.6 

0.0 

2.4 

0.0 

51.4 

21.6 

29.7 

2.7 

5.4 

8.1 

21.6 

16.2 

13.5 

8.1 

0.0 

2.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

特に対策は講じていない

職場の慢性的な長時間労働を

緩和したり是正している

従業者同士のコミュニケーションを

促進し、風通しの良い職場にしている

妊娠した従業者をフォローする周囲の

従業者に対する評価制度を整備している

育児に携わったことのある女性を

マネジメント・経営陣に登用し

理解を深めるようにしている

育児に携わったことのある男性を

マネジメント・経営陣に登用し

理解を深めるようにしている

職場において適切な人員補充を

行っている

男性従業者が育児に参加できる

制度整備や実行できる空気づくりに

努めている

休業または復帰しやすくなる制度を

整備している

社内報や啓発資料等を活用して、

従業者の意識啓発を行っている

事業所内保育を整備、拡充している

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

問６．貴事業所ではマタニティ・ハラスメント（マタハラ）に対する対策を講じていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

マタニティ・ハラスメント（マタハラ）に対する対策を講じているかについてみると、全体では「職

場の慢性的な長時間労働を緩和したり是正している」、「従業者同士のコミュニケーションを促進し、風

通しの良い職場にしている」が 35.7％と最も高く、次いで「休業または復帰しやすくなる制度を整備し

ている」が 33.3％、「職場において適切な人員補充を行っている」が 31.0％となっています。 

前回と比較すると、「社内報や啓発資料等を活用して、従業者の意識啓発を行っている」が 20.5 ポイ

ント、「休業または復帰しやすくなる制度を整備している」が 19.8 ポイント高くなっています。 
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31.0 

45.2 

26.2 

0.0 

0.0 

18.9 

13.5 

16.2 

0.0 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80%

パワハラが発生した場合に

適正な対応を行うしくみを

つくっている

パワハラについて、顧問

弁護士やカウンセラー等に

依頼できるようにしている

社内報や啓発資料等を活用

して、従業者の意識啓発を

行っている

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

9.5 

64.3 

38.1 

50.0 

23.8 

48.6 

32.4 

21.6 

29.7 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80%

特に対策は講じていない

倫理規定や行動基準を就業

規則に定めている

パワハラ防止のための社員

研修を実施している

パワハラの相談、苦情を受ける

相談窓口を設置している

パワハラが生じていないか、

点検している

【問６で「特に対策は講じていない」とお答えの事業所の方のみ】 

問６-１．その理由をお答えください。（主なもの１つだけ○） 

マタニティ・ハラスメント（マタハラ）に対する対策を講じていない理由についてみると、回答総数

12 件のうち「その必要性を感じないから」が５件、「当事業所にマタハラの訴えがないから」が４件と

なっています。 

 

 

問７．貴事業所ではパワー・ハラスメント（パワハラ）に対する対策を講じていますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

パワー・ハラスメント（パワハラ）に対する対策を講じているかについてみると、全体では「倫理規

定や行動基準を就業規則に定めている」が 64.3％と最も高く、次いで「パワハラの相談、苦情を受ける

相談窓口を設置している」が 50.0％、「パワハラについて、顧問弁護士やカウンセラー等に依頼できる

ようにしている」が 45.2％となっています。 

前回と比較すると、「倫理規定や行動基準を就業規則に定めている」が 31.9 ポイント高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問７で「特に対策は講じていない」とお答えの事業所の方のみ】 

問７-１．その理由をお答えください。（主なもの１つだけ○） 

パワー・ハラスメント（パワハラ）に対する対策を講じていない理由についてみると、回答総数４件

のうち「当事業所にパワハラの訴えがないから」が３件、「その必要性を感じないから」が１件、「その

他」が３件となっています。  
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47.6 

42.9 

19.0 

11.9 

54.8 

2.4 

21.4 

0.0 

37.8 

21.6 

18.9 

8.1 

27.0 

2.7 

43.2 

0.0 

0% 20% 40% 60%

責任ある職務に就く女性が増えた

女性の採用が増えた

女性が配置される部署が広がった

女性の時間外勤務が増えた

女性の勤続年数が延びた

その他

特に変化はない

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

 

４．｢積極的改善措置｣や仕事と家庭の両⽴⽀援に関する 

取り組みについて 

 

問８．貴事業所では、⼥性の雇⽤管理について、10年前に⽐べ、どのような変化があると思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

女性の雇用管理の変化についてみると、全体では「女性の勤続年数が延びた」が 54.8％と最も高く、

次いで「責任ある職務に就く女性が増えた」が 47.6％、「女性の採用が増えた」が 42.9％となっていま

す。 

前回と比較すると、「女性の勤続年数が延びた」が 27.8 ポイント高くなっています。 
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16.7 

26.2 

38.1 

26.2 

50.0 

16.7 

11.9 

2.4 

16.7 

4.8 

10.8 

21.6 

21.6 

13.5 

43.2 

18.2 

8.1 

2.7 

35.1 

0.0 

0% 20% 40% 60%

女性の活躍に関する

担当部署・担当者を設けるなど、

事業所内で推進体制を整備している

女性が少ない職場・職種への

女性従業者の配置や意欲と能力がある

女性を積極的に採用している

性別で評価がかたよることがないよう、

人事考課基準を明確に定めている

管理職や従業者に対し、女性活躍の

重要性について啓発を行っている

業務に必要な知識や能力、

資格取得のための教育や研修を

性別に関係なく実施している

仕事と家庭を両立するための制度を

充実させている

女性活躍に関するセミナー等に出席し、

情報収集を行っている

その他

特に何もしていない

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

問９．貴事業所では、⼥性を積極的に採⽤するため、何か取り組んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

女性を積極的に採用するため、取り組んでいることについてみると、全体では「業務に必要な知識や

能力、資格取得のための教育や研修を性別に関係なく実施している」が 50.0％と最も高く、次いで「性

別で評価がかたよることがないよう、人事考課基準を明確に定めている」が 38.1％、「女性が少ない職

場・職種への女性従業者の配置や意欲と能力がある女性を積極的に採用している」、「管理職や従業者に

対し、女性活躍の重要性について啓発を行っている」が 26.2％となっています。 

前回と比較すると、「性別で評価がかたよることがないよう、人事考課基準を明確に定めている」が

16.5 ポイント高く、「特に何もしていない」が 18.4 ポイント低くなっています。 
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16.7 

45.2 

11.9 

19.0 

26.2 

9.5 

11.9 

9.5 

9.5 

9.5 

24.3 

48.6 

29.7 

27.0 

27.0 

5.4 

21.6 

13.5 

0.0 

5.4 

0% 20% 40% 60%

女性の平均勤続年数が短いこと

家事、育児、介護等の

家庭の仕事に伴い、

配置や時間外労働に制約があること

防犯上の問題から、女性には

時間外労働や深夜労働をさせにくいこと

重量物の取り扱いや

危険有害業務について、法制上の

制約があること

女性自身が昇進・昇格を望まないこと

一般的に女性は職業意識が低いこと

女性の人材活用に関する社会全体の

認識、理解がまだ不十分であること

男性管理職や男性従業者の

認識、理解が不十分であること

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

問 10．採⽤後、⼥性の活躍にあたって⽀障となることはどのようなことだと思いますか。 

（３つまで○） 

採用後、女性の活躍にあたって支障となることについてみると、全体では「家事、育児、介護等の家

庭の仕事に伴い、配置や時間外労働に制約があること」が 45.2％と最も高く、次いで「女性自身が昇進・

昇格を望まないこと」が 26.2％、「重量物の取り扱いや危険有害業務について、法制上の制約があるこ

と」が 19.0％となっています。 

前回と比較すると、「一般的に女性は職業意識が低いこと」以外の項目では低くなっています。 
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83.3 

11.9 

0.0 

11.9 

4.8 

0.0 

4.8 

83.8 

8.1 

5.4 

21.6 

0.0 

2.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意欲と能力のある女性は、

どんどん管理職に就いた方がよい

女性の多い職場であれば、

管理職に就いた方がよい

どちらかというと管理職は男性がよい

現状では、管理職に就くだけの

経験や能力を備えた女性は少ない

女性は、家事や子育て、介護等の負担も

大きく、管理職に就くのは難しい

その他

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

問 11．貴事業所では、⼥性が管理職に就くことについてどのようにお考えですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

女性が管理職に就くことについてみると、全体では「意欲と能力のある女性は、どんどん管理職に就

いた方がよい」が 83.3％と最も高く、次いで「女性の多い職場であれば、管理職に就いた方がよい」、

「現状では、管理職に就くだけの経験や能力を備えた女性は少ない」が 11.9％、「女性は、家事や子育

て、介護等の負担も大きく、管理職に就くのは難しい」が 4.8％となっています。 

前回と比較すると、「現状では、管理職に就くだけの経験や能力を備えた女性は少ない」が 9.7 ポイン

ト低くなっています。 
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問 12．貴事業所では、従業者の仕事と家庭の両⽴⽀援策に関する以下の項目について、実施して

いますか。（①〜⑤のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

従業者の仕事と家庭の両立支援策に関する以下の項目について、実施しているかについてみると、「は

い」が[②有給休暇の取得を促進している]で 85.7％と最も高く、次いで[④女性が結婚後も働き続けられ

るよう配慮している]で 76.2％、[①週 40 時間以内の労働時間を守っている]で 61.9％となっています。 

前回と比較すると、「はい」が[②有給休暇の取得を促進している]で 15.4 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.9

85.7

38.1

76.2

50.0

28.6

4.8

45.2

7.1

38.1

9.5

9.5

16.7

16.7

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 週40時間以内の労働時間を守っている

② 有給休暇の取得を促進している

③ 男性の育児休業取得を促進している

④ 女性が結婚後も

働き続けられるよう配慮している

⑤ 結婚･妊娠･出産のため退職した

従業者の再雇用を推進している

今回（N＝42）

73.0

70.3

29.7

81.1

45.9

24.3

18.9

59.5

10.8

45.9

2.7

10.8

10.8

8.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 週40時間以内の労働時間を守っている

② 有給休暇の取得を促進している

③ 男性の育児休業取得を促進している

④ 女性が結婚後も

働き続けられるよう配慮している

⑤ 結婚･妊娠･出産のため退職した

従業者の再雇用を推進している

前回（N＝37）

はい いいえ 不明・無回答
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問 13．貴事業所では、従業者の仕事と家庭の両⽴⽀援の推進に関する以下の項目について、実施

していますか。（①〜⑥のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

従業者の仕事と家庭の両立支援の推進に関する以下の項目について、実施しているかについてみると、

「はい」が[①積極的な取り組みの方針を経営や人事の方針に組み込んでいる]で 57.1％と最も高く、次

いで[③従業者に対する意識啓発を行っている]で 50.0％、[⑥従業者に対して役立つ情報提供を行って

いる]で 45.2％となっています。 

前回と比較すると、「はい」が[③従業者に対する意識啓発を行っている]で 14.9 ポイント、[①積極的

な取り組みの方針を経営や人事の方針に組み込んでいる]で 13.9 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.1

38.1

50.0

4.8

14.3

45.2

31.0

47.6

33.3

76.2

66.7

42.9

11.9

14.3

16.7

19.0

19.0

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 積極的な取り組みの方針を

経営や人事の方針に組み込んでいる

② 管理職層に対する意識啓発を行っている

③ 従業者に対する意識啓発を行っている

④ 社内にワーキングチームを設置するなど、

推進体制を整えている

⑤ 推進状況確認を定期的に行っている

⑥ 従業者に対して

役立つ情報提供を行っている

今回（N＝42）

43.2

37.8

35.1

5.4

16.2

29.7

51.4

51.4

54.1

81.1

73.0

56.8

5.4

10.8

10.8

13.5

10.8

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 積極的な取り組みの方針を

経営や人事の方針に組み込んでいる

② 管理職層に対する意識啓発を行っている

③ 従業者に対する意識啓発を行っている

④ 社内にワーキングチームを設置するなど、

推進体制を整えている

⑤ 推進状況確認を定期的に行っている

⑥ 従業者に対して

役立つ情報提供を行っている

前回（N＝37）

はい いいえ 不明・無回答
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9.5 

14.3 

38.1 

31.0 

23.8 

11.9 

7.1 

4.8 

9.5 

2.4 

0.0 

23.8 

14.3 

28.6 

33.3 

42.9 

33.3 

38.1 

9.5 

4.8 

23.8 

9.5 

19.0 

0.0 

19.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

従業者の労働意欲が向上している

従業者の心身の健康が向上している

女性の能力を活用できることに

つながっている

仕事の効率化や生産性の向上に

結びついている

退職者の減少が図られている

多様性を受け入れる企業風土づくり

（ダイバーシティ）が進んでいる

企業イメージの向上につながっている

優秀な人材の確保や採用時の応募者の

確保につながっている

ＣＳＲ（企業の社会的責任）を果たすことに

つながっている

危機管理（突発的な事故等への備え）に

役立っている

その他

目立った効果はみられない

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝21）

問 14．問 13 で回答いただいた取り組みの効果について、主にどのように評価していますか。 

（３つまで○） 

従業者の仕事と家庭の両立支援の推進に関する取り組みの効果についてみると、全体では「女性の能

力を活用できることにつながっている」が 38.1％と最も高く、次いで「仕事の効率化や生産性の向上に

結びついている」が 31.0％、「退職者の減少が図られている」、「目立った効果はみられない」が 23.8％

となっています。 

前回と比較すると、多くの項目で効果がみられた割合が低く、「目立った効果はみられない」が 4.8 ポ

イント高くなっています。 
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５．男⼥共同参画全般について 

 

問 15．あなたは、次の⾔葉を知っていますか。（①〜⑦のそれぞれの項目について、１つだけ○） 

男女共同参画全般で知っている言葉についてみると、「知っている」が[④育児・介護休業法]で 83.3％

と最も高く、次いで[③男女雇用機会均等法]で 78.6％、[⑤パートタイム労働法]で 71.4％となっていま

す。 

前回と比較すると、「知っている」が[②女子差別撤廃条約]で 8.1 ポイント高くなっている一方で、[①

男女共同参画社会基本法]、[③男女雇用機会均等法]でそれぞれ、8.5 ポイント、7.9 ポイント低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.9

40.5

78.6

83.3

71.4

9.5

9.5

35.7

23.8

11.9

9.5

14.3

19.0

19.0

9.5

23.8

2.4

0.0

2.4

59.5

61.9

11.9

11.9

7.1

7.1

11.9

11.9

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 男女共同参画社会基本法

② 女子差別撤廃条約

③ 男女雇用機会均等法

④ 育児・介護休業法

⑤ パートタイム労働法

⑥ 八幡市男女共同参画プラン

⑦ 八幡市男女共同参画推進条例

今回（N＝42）

51.4

32.4

86.5

81.1

75.7

13.5

8.1

21.6

32.4

8.1

13.5

13.5

21.6

24.3

21.6

27.0

0.0

0.0

5.4

56.8

59.5

5.4

8.1

5.4

5.4

5.4

8.1

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 男女共同参画社会基本法

② 女子差別撤廃条約

③ 男女雇用機会均等法

④ 育児・介護休業法

⑤ パートタイム労働法

⑥ 八幡市男女共同参画プラン

⑦ 八幡市男女共同参画推進条例

前回（N＝37）

知っている 聞いたことはある 知らない 不明・無回答



112 

26.2 

21.4 

16.7 

35.7 

71.4 

54.8 

4.8 

11.9 

9.5 

4.8 

2.4 

0.0 

0.0 

4.8 

40.5 

24.3 

18.9 

37.8 

38.1 

51.4 

8.1 

10.8 

18.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

学校教育の場で、男女平等と相互の

理解や協力についての学習を充実する

地域や社会教育等の場で、

男女平等と相互の理解や協力についての

学習を充実する

男女均等の職場教育・訓練を充実する

育児休業・介護休業等の制度を

男女ともにもっと利用できるよう普及させる

保育所や認定こども園、

放課後児童クラブ等、

地域の子育て支援サービスを充実する

高齢者や病人の介護サービス等を

充実する

行政施策の審議会委員等における

男女の比率を同程度にする※１

市の広報やホームページ等で男女平等と

相互の理解について啓発する

情報提供や相談事業を充実する

各国の男女共同参画の情報提供や

広い視野に立った国際交流を推進する

事業者向けに日本語教室等を実施する※２

その他

何もする必要はない

不明・無回答

今回（N＝42）

前回（N＝37）

※１ 前回の選択肢は「男性と同数など、多くの女性を行政施策の審議会委員等に登用する」 

※２ 「事業者向けに日本語教室等を実施する」については前回なし 

問 16．男⼥共同参画社会をつくるために、市はどのようなことをしたらよいと思いますか。 

（３つまで○） 

男女共同参画社会をつくるために、市はどのようなことをしたらよいと思うかについてみると、「保

育所や認定こども園、放課後児童クラブ等、地域の子育て支援サービスを充実する」が 71.4％と最も高

く、次いで「高齢者や病人の介護サービス等を充実する」が 54.8％、「育児休業・介護休業等の制度を

男女ともにもっと利用できるよう普及させる」が 35.7％となっています。 

前回と比較すると、「保育所や認定こども園、放課後児童クラブ等、地域の子育て支援サービスを充実

する」が 33.3 ポイント高くなっています。 
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Ⅳ 調査票・同封資料 
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【市民アンケート同封資料】男女共同参画にかかわる法律等の改正のポイント 

 

 

 

 

【参考資料】男女共同参画にかかわる法律等の改正のポイント（アンケート同封資料） 
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【事業所アンケート同封資料】男女共同参画にかかわる法律等の改正のポイント 
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